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はじめに 

 

名前 と は 、誰 も が生 まれ た 時に 親 から 与え ら れる も ので あり 、特 別

な 事 情 が な い 限 り 一 生 変 わ ら な い も の 、 変 え る こ と の で き な い も の

であ る 。生ま れ た子 ども は 、他の 誰 でも ない 一 人の 人 間と して 他 人と

区 別 す る た め に 名 前 を 与 え ら れ る 。 人 は 与 え ら れ た 名 前 を 毎 日 の よ

うに 声 に出 し、耳 にし 、紙 に 書く 。自 己紹 介 では 、ま ず 初め に 名前 を

述べ る し 、社 会 に自 分の 存 在を 認 識さ せる の に 、名 前 は不 可欠 で ある 。

名 前 は 、 社 会 に お い て は 便 宜 的 に 個 人 を 識 別 す る 単 な る 記 号 と し て

しか 機 能し な いが 、当 人 にと っ ては 自ら の アイ デ ンテ ィテ ィ を示 す、

特別 な もの で ある 。たと え 同姓 同 名の 他人 が いた と して も 、当 人 にと

っ て は 唯 一 の 名 前 で あ る こ と は 変 わ ら な い 。 ま た 名 づ け る 親 に と っ

ても 、命 名行 為 は子 ども を 授か っ てま ず初 め に行 う もの であ り 、育児

の 出 発 点 と い え る 。 名 づ け は 親 子 の 関 係 に お い て 非 常 に 重 要 な 役 割

を 果 た す と と も に 、 名 づ け に よ っ て 子 ど も は 社 会 の 一 員 と し て 存 在

する こ とが で きる 。こ のよ う に名 前 には 、社 会 性と 唯 一性 と いう 、相

反す る 二つ の 側面 があ る とい え る 。な お 、実 際 には 親 以外 の者 が 生ま

れ た 子 ど も を 名 づ け る 場 合 も あ る だ ろ う が 、 本 研 究 で は 子 ど も を 名
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づけ る 者の こ とを 親と 呼 ぶこ と とす る。  

名 前 に は 時 代 ご と の 流 行 が あ る 。 先 行 研 究 1で も 明 ら か な 通 り 、 近

年、特 に 2000 年 以 降に 自 分の 子 ども に個 性 的な 名 前を つけ る 親が 増

えて い る 。個 性 的な 名前 の 中に は 、通常 の読 み 方で は 読め ない 名 前、

普 段 見 慣 れ な い よ う な 難 し い 漢 字 を 用 い る 名 前 、 外 国 語 の 音 を 漢 字

に あ て た 名 前 な ど 様 々 な 種 類 が あ る 。 そ う し た 名 前 に お け る 大 き な

特徴 は「 読 めな い 」とい う こと で ある 。個性 的 な名 前 の「 読 みに く さ」

は し ば し ば 物 議 を 醸 す 2。 こ う し た 議 論 は 、 単 に 名 前 が 読 め な い こ と

に よ る 実 生 活 で の 不 便 に 対 す る 批 判 と い う よ り も 、 読 め な い 名 前 を

我が 子 に付 け る親 を批 判 す る 側 面が 強い の では な いだ ろう か 。毎 年、

明治 安 田生 命 によ る男 女 別「 名前 ラ ンキ ン グ」が公 表 され 、上 位 にラ

ンク イ ンす る「 読 めな い」名 前が 話 題と な るこ と から も、人々 の「 読

 
1 伊東ひとみ『キラキラネームの大研究』、東京：新潮新書、2015 年、41-47

頁。 

2 「子の命名に見る“くらし”の喪失（投書欄）」、『毎日新聞』、2007 年 8 月 20

日、東京朝刊、第 5 面。 

「世界で唯一の名：我が子は喜ぶ（投書欄）」、『毎日新聞』、2007 年 10 月 1

日、東京朝刊、第 5 面。 
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めな い 」名 前 に対 する 関 心の 高 さが うか が える 3。  

では 、なぜ 親 た ちは 、「 読め な い 」名 前 を つけ る よう に なっ たの か 。

人 々 の 名 前 に つ い て の 関 心 は 高 い も の の 、 自 分 が 読 め な い と 感 じ た

名前 を「 キ ラキ ラ ネー ム」と 称し 、そ の異 質 さを 批 判す るに と どま っ

てお り 、名前 に どの よう な 変化 が 起こ って い るの か につ いて は 、深く

考察 で きて い ない ので は ない だ ろう か 。「 読 めな い 」名 前が 増 えた 背

景に は 、単な る 名前 の流 行 とは 異 なる 、大き な 変化 が ある ので は ない

だろ う か。本研 究 の目 的 は、そも そ もな ぜ「 読 めな い」名前 が 増え た

のか 、そ の理 由 の一 端を 明 らか に する こと で ある 。私 たち の仮 説 では 、

「読 め ない 」名 前が 増え た 背景 に は 、名 づけ に おい て 視覚 情報 と いう

新た な ファ ク ター が加 わ った こ と、さら に、本 来、表現 でき る と考 え

ら れ て い な か っ た も の を 表 現 し 、 そ こ に 物 語 性 を 付 け 足 す よ う に な

った と いう 変 化が ある 。  

それ を 検証 す るた めに 、『 四国 新 聞』「 うち の 王様 」欄 に 載っ て いる

子ど も の名 前 のデ ータ を 用い る。第 １章 で は、そも そ も「 読め な い」

名前 と はど う いっ た名 前 を指 す のか 、そ の定 義 につ い て説 明 し、『 四

 
3『朝日新聞』の朝刊の社会面で、「なまえのはなし」と題して、2020 年１月 1

日から 2020 年 1 月 9 日まで、8 回にわたって、名前にまつわる記事が掲載され

た。 
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国新 聞』「う ち の王 様 」欄に 掲 載 さ れ てい る 子ど も の名 前を 定 量的 に

分析 し つつ 、流 行 とい う 観点 か ら「 読め な い」名前 を 分析 す る。第２

章で は、第 1 章 で 洗い 出 され た「 読 めな い」名 前を 分 類し 、質 的 に分

析す る。第 3 章 で は、親が 、名 前 にこ めた 物 語性 を 、文 字を 見 るこ と

で即 座 に理 解 でき るよ う な、名づ け の方 法 にな っ たが ゆえ に、「 読 め

ない 」 名前 が 増え たと い うこ と を説 明す る 。  

なお 、本 研 究で は、「 キ ラキ ラ ネー ム 」や「 DQN ネ ー ム 」とい っ た

名称 は 用い な い。そう し た呼 び 方に は、名づ け た親 の 教養 の なさ 、非

常識 さ を軽 蔑 する 意味 合 いが 込 めら れて お り、「 読 めな い 」名前 が 増

え て い る 事 実 を 、 一 部 の 親 た ち の 単 純 な 問 題 と し て と ら え る ニ ュ ア

ンス が ある か らで ある 。   
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1. 読めない名前とは何か 

 

「は じ めに 」で 述べ た通 り 、人 々 の 名前 に対 す る関 心 は高 く、近 年、

新 聞 や テ レ ビ で 子 ど も の 名 前 が 話 題 に な る こ と が あ る 。 そ こ で 取 り

上 げ ら れ る 名 前 は 、 い わ ゆ る 「 キ ラ キ ラ ネ ー ム 」 や 「 DQN ネ ー ム 」

と呼 ば れる 名 前だ が、そ うし た 文脈 で語 ら れる 名 前は 、「光 宙 」と 書

いて「ぴ か ち ゅう 」と 読む 名 前 や「 希星 」と 書 い て「 きら ら」と 読 む

名前 な ど 、お と も読 みも 既 存の 名 前の スト ッ クか ら 外れ 、正し く 読む

こ と が 難 し い 、 非 常 に 突 飛 な 名 前 で あ る 4。 こ う し た 例 は 、 そ の 奇 抜

さ に よ る 話 題 性 か ら 独 り 歩 き し て い る よ う に も 見 え る が 、 個 性 的 な

名前 が、人 々の 関 心を 集 める 理 由は 、第 一に、一 見 して 名前 を 読む こ

とが 難 しい と いう 点に あ るの で はな いだ ろ うか 。本 研究 では 、こ の点

に注 目 する 。  

と こ ろ で 、 本 当 に こ う い っ た 名 前 の 子 ど も が 増 え て い る の だ ろ う

か 。ま た 、増え て い ると し たら 、そ も そも「 読 めな い 」名 前と は どの

よう な もの な のか 。こ の問 い に答 え るた め に、本章 で は、読め る 名前

を定 義 した の ち、『 四国 新 聞』「 う ちの 王様 」欄 に 載っ て いる 子 ども の

 
4 伊東ひとみ、前掲書、11 頁。 
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名前 か ら、その 定 義 から 外 れる 名 前を 量的 に 分析 し、1996 年か ら 2010

年ま で の変 遷 をた どる 。ま た 、名 前 の 流行 に どう い った 変化 が 起こ っ

てい る のか に つい て、 社 会学 者 であ る Stanley Lieberson の A Matter 

of Taste を参 照 しな がら 分 析す る 。  

 

1.1 研究材料として『四国新聞』「うちの王様」を用いる理

由 

 

 小 林 康正 は、『 名 づけ の 世相 史 ─個 性的 な 名前 を フィ ール ド ワー ク

─』の中 で、読 めな い名 前 が増 え た背 景と し て、現代 の 家族 は 親密 な

空間 に 閉じ 込 めら れ公 共 の空 間 を見 よう と しな く なり 、その 結 果 、他

人 に 一 方 的 に 難 解 な 読 み 方 を 強 い る よ う に な っ て し ま っ た こ と 、 消

費 社 会 の 登 場 に よ っ て 差 異 を つ け る こ と で 個 性 を 生 み 出 す 消 費 の あ

り 方 が 人 間 の あ り 方 に ま で 及 ん で い る こ と を 挙 げ て い る 5。 し か し 、

本書 に おけ る「 読 めな い」名 前の 紹 介は 、名 づ け本 を 参照 す るに と ど

まっ て おり 、個 性を 名前 に 求め る よう にな っ た結 果 とし て 、な ぜ 現実

 
5 小林康正『名づけの世相史─個性的な名前をフィールドワーク─』、東京：風

響社、2009 年、17-38 頁。 
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に存 在 して い るよ うな「 読 めな い 」名 前が 増 えた の かと いう 説 明は な

され て いな い 。  

なぜ「 読め な い」名前 が 増え る よう にな っ たの か 。そ の理 由 を知 る

た め に は 、 現 実 に 存 在 す る 子 ど も の 名 前 の デ ー タ を 用 い る こ と が 不

可欠 で ある 。そ こ で本 研 究で は『 四 国新 聞 』の「う ち の 王様 」欄 の子

ども の デー タ を用 いる こ とに す る。  

 『四 国 新聞 』は 、明治 22 年 に創 刊 され た 、四国 新 聞 社が 発 刊す る

香川 県 の地 域 紙で ある 。「 う ち の王 様 」欄 と は 、読 者 の 投稿 欄で あ る。

掲載 日 に誕 生 日を 迎え る 1 歳 から 3 歳ま で の子 ど もが 毎日 平 均し て

十数 人 掲載 さ れて いる 。図 1 の よ う に、「 うち の 王様 」欄に は 、投稿

され た 子ど も の顔 写真 、氏 名 、ふり が な 、居住 地 、両親 の 名前 と 続柄 、

誕生 日 、両 親 から のひ と こと が 載っ てい る 。  
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図 1『四国新聞』「うちの王様」欄に載っている子どもの例6 

 

た し か に 実 在 す る 子 ど も の 名 前 の デ ー タ を と る な ら ば 、 明 治 安 田

生 命 が 毎 年 発 表 す る 名 前 ラ ン キ ン グ で も 、 現 代 に お い て 多 く の 親 に

好ま れ る名 前 はわ かる 。た と えば 、明治 安 田生 命 の 2019 年 の 名前 ラ

ンキ ン グは 、同 年 9 月 時 点に お いて、男の 子 8455 人 、女 の 子 8407 人

 
6 図 1 は、『四国新聞』「うちの王様」欄に載る子どもの例を著者が作成したも

のである。なお、実際はイラストではなく、本物の子どもの写真が掲載され

る。 
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を 対 象 と し て 調 査 を 行 っ て お り 7、 デ ー タ 数 は 非 常 に 多 く 、 大 ま か な

名前 の 流行 を 把握 する の には 優 れて いる 。 2005 年 頃 か ら、 女 の子 の

名前 で は「 陽菜 」「 心優 」「 結愛 」、男 の子 の 名前 で は「 颯」「 大 翔」な

ど 、読 み 方が 一 通り では な い漢 字 を使 った 名 前 、初 め て見 たと き に正

しく 読 めな い 名前 が上 位 10 位に 入 り 、増 え始 め たこ と がわ か る 。こ

う し た 名 前 は 前 後 の 年 に も ラ ン キ ン グ に 入 っ て い る こ と か ら 、 流 行

って い るこ と には 間違 い ない だ ろう 。しか し 、明治 安 田生 命の ラ ンキ

ン グ で 上 位 だ っ た 名 前 で あ っ て も 、 す べ て の 名 前 に 対 す る 占 有 率 は

高い と は言 え ず 、名 前の 種 類自 体 が増 えて い ると 推 測で き 、こ の ラン

キン グ だけ を 参考 にし て も 、実 態 は見 えづ ら いと 考 えら れる 。実 際に 、

2004 年 の 女の 子 の 名前 ラ ンキ ン グ 8で一位 だ った 名 前は「さ くら 」と

「美 咲 」だ っ たが 、「う ち の王 様 」欄 のデ ー タで は 女の 子 70 人の う

ち、「さ く ら」が 一 人い た にす ぎ なか った 。また 同 年の 男の 子 の名 前

ラン キ ング で 一位 だっ た 名前 は「蓮 」だ っ たが 、同 デ ータ で は 84 人

 
7 明治安田生命「名前ランキング 2019 調査要領」、

(https://www.meijiyasuda.co.jp/enjoy/ranking/result.html 最終閲覧：2020 年 2 月

14 日) 

8 明治安田生命「名前ランキング 2004」

(https://www.meijiyasuda.co.jp/enjoy/ranking-2004/best100/ 最終閲覧：2020 年 2

月 14 日) 
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の男 の 子の う ち「 蓮」は一 人 もい な かっ た。明 治安 田 生命 は、毎 年同

社 の 生 命 保 険 に 加 入 し た 人 を 対 象 に 名 前 の 調 査 を 行 っ て お り 、 2004

年は 女 の子 4419 人 、男 の 子 4861 人を 対象 に 調査 し た名 前の デ ータ

から ラ ンキ ン グを 取っ て いる が、女 の子 の 中で「さ く ら」と「 美咲 」

とい う 名前 の 子ど も は 39 人で 、 全体 に占 め る割 合 は 0.88%、 男 の子

の 中 で 「 蓮 」 と い う 名 前 の 子 ど も は 35 人 で 、 全 体 に 占 め る 割 合 は

0.72%に過 ぎ なか っ た。 つ まり 、 ラン ダム に 2004 年 生 まれ の 男の 子

を 100 人選 ん だと して も、そ の中 に「 蓮」とい う 名 前 の 男の 子 は一 人

いる か いな い かく らい の 割合 で しか 存在 し ない の で 、同 年の「 う ちの

王様 」欄 か ら抽 出 し た 84 人 のう ち、「蓮」とい う 名 前が 一人 も いな く

ても な んら 不 思議 では な いの で ある 。さら に 同年 の ラン キン グで 1 位

か ら 10 位 まで の 名 前の 子 ども を 合わ せて も 235 人 で、全体 に 占め る

割合 は 4.83%にし か満 た なか っ た。「 うち の 王様 」 欄の デー タ に戻 る

と、 2004 年 生 まれ の男 女 154 人 の 中 で同 性 で重 な って いる 名 前は 、

男の 子 の名 前 で「 颯 」と 書 いて「 は や て 」と 読 む名 前 だ けで 、二 人い

るだ け だっ た。一 方 で 2004 年に 生 ま れた 子 ども の 親 の 名前 で は 、父

親 154 人の う ち「 誠」が 4 人 、「 健二 」が 2 人、「 直 樹」が 2 人、「 博

之」 が 2 人 、 母親 154 人 の うち 「 優 子」 が 3 人 、「 由 美 子」 が 3 人、
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「祐 子 」が 2 人、「 景子 」が 2 人、「 真 弓」 が 2 人 、「 由 佳 」が 2 人、

「和 代」が 2 人 お り、同性 で 重な っ てい る 名前 が 複数 見ら れ た。親世

代 の 名 前 は 限 り あ る 名 前 の ス ト ッ ク か ら 割 り 当 て ら れ て 与 え ら れ て

いた の だろ う と推 測で き る。 も ちろ ん親 の 年齢 は 10 代 から 40 代も

しく は それ 以 上と 、幅が あ るた め 、子ど もの 名 前と 単 純に 比較 す るこ

と は で き な い が 、 や は り 明 治 安 田 生 命 の 名 前 ラ ン キ ン グ 自 体 が あ ま

り 参 考 に な ら な い ほ ど 、 以 前 に 比 べ て 多 種 多 様 な 名 前 の 子 ど も が 増

えて い ると い える だろ う 。そう し た事 実を 踏 まえ て 、実際 に子 ど もに

どう い う名 前 が付 けら れ てい る のか を分 析 する た め 、本 研究 で は『四

国新 聞』の「 う ちの 王様 」欄 に 載っ て いる 子 ども の 名前 を分 析 する 。  

 ウ ン サー シ ュッ ツ・ジ ャ ンカ ー ラも 、日本 人 の名 づ けに 関す る 研究

に お い て 、 個 人 情 報 の 観 点 か ら 信 頼 性 の 高 い 有 効 な 名 前 の デ ー タ を

集 め る こ と が 難 し い と い う 問 題 点 を 挙 げ て お り 、 広 報 誌 の 出 生 告 知

欄を 活 用す る こと によ っ て解 決 でき ると し てい る 9。そ の点 で も、『四

国新 聞』「う ち の王 様 」欄は 有 用な デ ータ を とる た めの 適切 な 資料 だ

とい え る。  

 
9 ウンサーシュッツ・ジャンカーラ「資料として日本の名づけに関する研究に

広報誌を用いる可能性について」、『立正大学心理学研究年報』第 9 号、2018

年、23~33 頁。 
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 明治安田生命の名前ランキングを 1912 年から 2019 年まで見ると、2000 年以

降、顕著に名前の種類が増えていた。そこで、データとして集めたのは、1997

年から 2012 年の毎月 1 日の『四国新聞』である。1996 年から 2011 年生まれの

16 年分の子どものデータが、合計で 1931 人分集まった。紙面の都合により掲

載日と誕生日が異なる子どももいるが、より多くのデータを収集するためデー

タには含むこととする。また、同じ子どもが複数回にわたって掲載されている

ことがあるが、二回目以降の登場回については数に含めないこととする。 

 

1.2 「うちの王様」欄における読めない名前の分析 

 

ある 名 前を「 読 め ない 」と 感じ る か らに は、「 読 める 」名前 が 存在

する こ とに な る。そも そ も「 読め る」名前 と はど う いっ た名 前 だろ う

か 。日 本 語の 名 前は 漢字 と 読み の 組み 合わ せ で成 り 立つ とい う 、他の

言語 と は大 き く異 なる 特 徴が あ る。 たと え ば英 語 の James とい う 名

前は 、発 音 記 号で 言 えば [dʒéɪmz] 、カ タカ ナ 読み で 表せ ば「 ジェ イ ム

ズ 」と 読 むほ か な く 、James と 綴り な がら「 ジ ョン ソ ン 」や「 ジ ャッ

ク」と読 ま せる こ とは で きな い。し かし 、「 裕子 」と 書 いて「ゆ う こ」

「ひ ろ こ」と読 め る名 前 があ る よう に、日本 語 の名 前 では 、一 つ の漢
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字に 複 数の 読 み方 があ る もの も あり 、極 端に 言 えば「裕 子」と書 い て

「ま ゆ み」 と 読ま せる こ とも 不 可能 では な い。  

また 正 しく 読 むた めに は 知識 を 要す る名 前 もあ る 。「郁 」と 書い て

「か お る」と読 む 名前 や、「東 子」と 書い て「 は るこ 」と 読む 名 前は 、

そ れ ぞ れ 人 名 以 外 で 見 か け る こ と の な い 読 み 方 を し て い る た め 、 正

し く 読 め る 人 は 多 く は な い と 考 え ら れ る が 、 予 め 知 識 が あ れ ば 正 し

く 読 め る た め 、「 読 め な い 」 名 前 と は 言 え な い だ ろ う 。 そ の 反 対 に 、

以 前 は 一 般 的 に は 読 め な い と さ れ て い た 名 前 が 、 そ の 名 前 を 付 け る

親 が 増 え る こ と に よ っ て 読 め る 名 前 へ と 変 化 す る こ と が あ り 、 あ る

世 代 の 人 に は 読 め る 名 前 が 別 の 世 代 の 人 に は 読 め な い こ と も あ る 。

また 、本 来は 辞 書に 規定 さ れて い ない 読み 方 でも 、推 測で 読め る 場合

もあ る 。し た がっ て、 あ る名 前 を様 々な 世 代の 男 女 100 人 に読 ま せ

たと き 、ほと ん どす べて の 人が 読 める 名前 、半 分の 人 が読 める 名 前、

誰 ひ と り 親 が 決 め た 読 み 方 で は 読 め な い 名 前 、 そ れ ぞ れ が 存 在 す る

だ ろ う 。 あ る 名 前 が 読 め る か 否 か に つ い て 客 観 的 な 基 準 を 設 け る こ

とは 簡 単で は ない 。  

そこ で 、本 研究 で は 、デ ータ の 分析 に お いて 、あ る 名前 が「 読め る」

か「 読め な い」かを 判定 す るに あ たり 、二 つの 基 準を 用 いた 。一 つ 目
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の 基 準 は 戸 籍 統 一 文 字 情 報 に 規 定 さ れ て い る 読 み 方 で 読 め る か 否 か

とい う こと で ある 。そも そ も日 本 人の 名前 は 、戸籍 法 とい う法 律 によ

っ て 子 ど も の 名 前 に 使 え る 漢 字 が 決 め ら れ て い る 。 子 の 名 に は 常 用

平 易 な 文 字 を 用 い な け れ ば な ら な い と さ れ て お り 、 常 用 平 易 な 文 字

とは 、法 務 省令 に よっ て 定め ら れる 常用 漢 字、人名 用 漢字 、平 仮 名、

片仮 名 を指 す 10。戸 籍統 一 文字 情 報と は 、戸籍 の オン ラ イン 手 続に 使

用 す る こ と を 目 的 と し て 整 理 し た 文 字 の 情 報 の こ と で あ り 、 こ の 情

報 に よ れ ば 、 そ の 漢 字 が 常 用 漢 字 や 人 名 用 漢 字 に 登 録 さ れ て い る か

どう か を調 べ るこ とが で き 、そ れ ぞれ の漢 字 につ い て音 読み 、常 用音

読み 、訓 読み 、常 用訓 読 みが 登 録さ れて い る 11。法 律 上 は 、名 前 に漢

字 を 使 う 時 は 常 用 漢 字 ま た は 人 名 用 漢 字 を 用 い な け れ ば な ら な い と

い う 規 定 が あ る だ け で 、 そ の 漢 字 を ど う 読 ま せ る か に つ い て は 名 づ

ける 親 の自 由 であ る。『四 国 新聞 』を 分析 す るに あ たり 、漢 字 を用 い

て い る 子 ど も の 名 前 に つ い て 、 そ の 読 み が 戸 籍 統 一 文 字 情 報 に 規 定

され た 読み で あれ ば、0.5 ポイ ン トを 与え る こと に する 。この 基 準を 、

 
10 戸籍法第 50 条、戸籍法施行規則第 60 条 

11 法務省「戸籍統一文字情報」

（http://kosekimoji.moj.go.jp/kosekimojidb/mjko/PeopleTop 最終閲覧：2020 年 2

月 14 日） 



「 読 め な い 」 名 前 は な ぜ 増 え た の か （ 香 川 美 和 ）  

17 

 

辞書 読 み基 準 と呼 ぶこ と にす る 。ま た「さ く ら 」や「 こ ころ 」と いっ

た ひ ら が な だ け の 漢 字 を 使 わ な い 名 前 も 、 読 み 方 は 一 つ し か な い の

で、 辞 書読 み 基準 で読 め るも の とし た。  

二 つ 目 は 慣 習 的 に 読 め る か 否 か で あ る 。 昭 和 の 時 代 に 最 も 流 行 し

た女 性 の名 前 の一 つに「和 子」と 書い て「 かず こ」と 読む 名前 が ある

が、戸籍 統 一文 字 情報 に よる と「 和」とい う 漢字 に は、音読 み とし て

「ワ 」「 オ」「 カ」が 、訓 読み と して「 やわ ら ぐ」「 や わら げる 」「 なご

む」「な ご やか 」「 あえ る 」が 登 録さ れ る の みで あ るた め、「か ず 」は

読め な い読 み 方で ある と いう こ とに なっ て しま う。「和 子 」と書 い て

「か ず こ 」と 読 む読 み方 は 非常 に 一般 的で あ り 、世 間 に受 け入 れ られ

てい る 読み 方 であ る と い える 。歴 史上 の人 物 でも 、皇 女和 宮の 名 前は 、

「和 」を「 かず 」と 読ま せ てお り 、慣 習的 な 読み 方 とい える 。辞 書読

み 基 準 で 読 め る か 読 め な い か に か か わ ら ず 、 こ の 名 前 の よ う に 慣 習

的に 読 める 名 前に は、0.5 ポイ ン トを 与え る こと に する 。この 基 準を 、

慣習 読 み基 準 と呼 ぶこ と にす る。「う ちの 王 様 」欄に 実 際に あ った 名

前か ら 例を 挙 げる と、「 海 」と 書 いて「み 」と 読 む読 み 方、「 音 」と 書

い て 「 の ん 」 と 読 む 読 み 方 、「 洋 」 と 書 い て 「 ひ ろ 」 と 読 む 読 み 方 、

「人 」と 書 いて「と 」と 読む 読 み方 な どは 、辞 書 読み 基 準で は 読め な
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いも の の 、慣 習 読み 基準 で は読 め る読 み方 で ある と みな され る 。また 、

「優 芽 」と 書 いて「 ゆめ 」と読 む 読み 方は 、「 優 」の 音 読 みは「 ユウ 」

「ウ 」「 オ ウ 」だ け で ある た め、辞 書 読み では 正 しく 読 めな いも の の、

おと が 名前 の 限定 的な ス トッ ク の中 に含 ま れて お り、「 ゆう め 」で は

なく「ゆ め」と 読む のだ ろ うと 推 測で きる た め、慣習 的 には 読 める と

みな す。「 玲美 」と 書い て「れ み」と 読 む名 前、「 凜々 子」と書 い て「 り

りこ 」 と読 む 名前 も同 様 であ る 。  

さら に「 大 和 」と 書い て「 や まと 」と読 む 読み 方、「 日 向 」と書 い

て「 ひな た 」と読 む読 み 方、「 日 和 」と書 い て「 ひよ り 」と 読む 読 み

方な ど は 、普 通 名詞 とし て その 特 殊な 読み 方 が広 く 知ら れて お り 、も

と も と 単 語 と し て 成 り 立 っ て い る た め 、 例 外 的 に 辞 書 読 み 基 準 で も

読め る とし 、 慣習 読み 基 準で も 読め る名 前 と判 断 した 。  

一方 で、「 実花 」と 書い て「み は な」と読 む 名前 は 、辞 書読 み 基準

では 読 める も のの 、「み か 」と い う読 み方 が 、お と のス トッ ク にあ る

た め 一 般 的 で あ り 、 慣 習 で は 正 し く 読 め ず 間 違 っ た 読 み 方 を 導 く た

め 、慣 習 読み 基 準 では 読 めな い もの とす る。「 大 樹 」と 書い て「 たい

じゅ 」と 読 む読 み 方も 、名 前 とし て 一般 的 な読 み は「 だい き」、「 ひろ

き」で あり 、「 明 」と書 い て「 め い」と読 む 読み 方 も一 般的 な 読み は
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「あ き ら」であ る ため 、表 記 が一 般 的で あ る一 方 でお とが 珍 しい 、こ

うし た 名前 も 同様 であ る 。ま た、「 捷 翔」と 書い て「は やと 」と読 む

名 前 や 、「 煌 人 」 と 書 い て 「 き ら と 」 と 読 む 名 前 は 、 そ も そ も 「 捷 」

「 煌 」 と い っ た 漢 字 そ の も の が 珍 し く 、 辞 書 読 み 基 準 で は そ れ ぞ れ

「は や い」「き ら め く」と 読め る もの の、そ うし た 読み 方も 浸 透し て

いな い ため 、 慣習 的に は 読め な いと する 。  

慣 習 的 に 読 め る か ど う か と い う 基 準 は 主 観 を 含 む も の で あ り 、 時

代 と と も に 変 化 す る も の で あ る た め 、 慣 習 的 に 読 め る か 読 め な い か

の判 断 は簡 単 では な い 。たと え ば「 翔 ぶ」を「と ぶ 」と 読 むこ と から 、

「一 翔 」と書 い て「 かず と 」と読 む 名前 や「悠 翔 」と書 い て「 ゆう と 」

と 読 む 名 前 な ど は 最 近 に な っ て 一 般 的 に な っ て き た も の の 、 名 前 で

「翔 」と い う漢 字 が使 わ れて い たら「し ょう」と 読 んで しま う ため 、

「と 」と は 読め な い人 も 多い と 考え られ る。こ の読 み 方は 、現 在 では

男 の 子 の 名 前 ラ ン キ ン グ の 上 位 に も 多 い 名 前 で あ る た め 、 読 め る 人

も 増 え て お り 慣 習 的 に 読 め る と 本 研 究 で は 判 断 し た が 、 時 代 と と も

に慣 習 が変 化 し、「 読め な い 」名 前 が「 読め る 」名前 に 変化 し た一 例

であ る とい え る。  

ただ し 、読め な い 名前 の 中で は「 姫 由 」と 書 いて「 ひ よ り 」と 読む
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名前 や「 夢 叶」と書 いて「ゆ う と」と読 む名 前 など 議 論の 余地 な く読

め な い 名 前 が 多 い た め 、 読 め る か 読 め な い か を 個 別 に 判 断 し な け れ

ば な ら な い 名 前 は そ れ ほ ど 多 く は な く 、 一 つ 一 つ 慎 重 に 判 断 す れ ば

それ ほ ど大 き な問 題は な いと い える 。  

以上 の 二つ の 基準 によ り、「う ち の王 様 」欄に 掲 載さ れ てい る 名前

にポ イ ント を 与え 、「読 め る」度 合い を測 り 、生 ま れた 年ご と に平 均

値 を 出 し た 。 こ の ポ イ ン ト の 平 均 値 が 高 け れ ば 高 い ほ ど 、「 読 め る 」

名前 の 子ど も が多 いこ と を意 味 する 。  

また 、「 読 める・読 めな い 」の 基 準と は別 に「和 泉 方式 」と い うダ

ミー 変 数を 用 いる こと と する 。デー タを 分 析し た とこ ろ、「和 泉 」と

書い て「 い ずみ 」と 読む よ うに 、漢 字 の一 文 字以 上 を全 く 読 ま せな い

読 み 方 を す る 名 前 が 多 い こ と を 発 見 し た 。 大 阪 府 に あ る 地 名 と し て

知ら れ る「 和 泉」とい う 言葉 は 、本 来で あ れば「 泉」の一 文 字で「 い

ずみ 」と読 め る のに 、縁 起 がい い な どの 理由 で あえ て 黙字 とし て「和 」

とい う 漢字 を 付け たし 、「和 泉 」の二 文字 で「 いず み 」と読 ま せて い

る。ま た「 風邪 」とい う 言葉 は、「 風 」の 一 文字 で「 か ぜ」と 読め る

が 、空 気 の流 れ を 意味 す る「風 」と 気 道の 炎 症を 意 味す る「風 邪 」を

区別 す るた め に、「 邪」の 一文 字 を付 け足 し てい る 。両 者と も 辞書 通



「 読 め な い 」 名 前 は な ぜ 増 え た の か （ 香 川 美 和 ）  

21 

 

り の 読 み 方 で は 正 し く 読 め な い も の の 、 そ の 特 殊 な 読 み 方 が 広 く 知

られ て いる た め、「 いず み」「か ぜ」と 読む こ とが 出 来る 。そ うい っ た

型 を 子 ど も の 名 前 に も 当 て は め て 新 た に 漢 字 と 読 み の 組 み 合 わ せ を

作り 出 した 名 前の こと を、本 研究 で は新 た に「 和泉 方 式」と名 づ ける

こと と する 。和泉 方式 の 名前 に は、「 舞」だ けで「 まい 」と 読 める の

に、そこ に「 生」と いう 字 を加 え「 舞 生」と書 い て「ま い」と読 ま せ

る名 前 や、「拓 」だ けで「 たく 」と 読 める の に、そ こに「久 」と い う

字を 加 え「拓 久 」と 書い て「 たく 」と 読 ませ る 名前 な どが ある 。こ う

した 名 前は 、「 和 泉 」や「 風邪 」とい った 言 葉と 違 って 、親 が 新た に

作り 出 した 名 前で あり 、他 者と 共 有さ れた 言 葉で は ない ため 、ほ とん

どの 人 が初 見 では 正し く 読む こ とが でき な いと 考 えら れる 。  

表 1 は、生 まれ た 年（ 西暦 ）、「 う ちの 王様 」欄 に 掲載 さ れて い た子

ども の 人数 、そ の 年に 生 まれ た 子ど もの 名 前の「読 め る」度の 平 均、

和泉 方 式の 名 前の 子ど も の数 を まと めた も ので あ る 。表 を見 る と 、子

ど も の 名 前 の 「 読 め る 」 度 が 明 確 に 小 さ く な っ て お り 、「 読 め な い 」

名前 の 子ど も が増 えた と いう こ とが わか る 。ま た、「 読 めな い 」名 前

の一 種 であ る「 和 泉方 式 」の名 前 が 増え て いる 。「読 め ない 」名 前が

流行 し てい る とい える が 、そも そ も名 前の 流 行と は 、どの よう な もの
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なの だ ろう か 。  

表 1 「読める」度と「和泉方式」12 

 

 

 

 
12 表 1 は、1996 年〜2010 年の各月 1 日の『四国新聞』の朝刊に掲載された

「うちの王様」欄に載っている子どもの名前をもとに、著者が作成したもので

ある。 

掲載年（西暦） 掲載人数（人） 読める度（%） 和泉方式（人）

1996 107 0.8785 0

1997 108 0.8796 1

1998 93 0.9086 0

1999 108 0.912 1

2000 105 0.8761 0

2001 138 0.8297 2

2002 136 0.8308 3

2003 127 0.7598 3

2004 154 0.7564 6

2005 137 0.7848 1

2006 142 0.7922 3

2007 137 0.7226 9

2008 166 0.7078 3

2009 135 0.7481 4

2010 122 0.7049 1
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1.3 Lieberson『好みの問題』による分析 

 

 名 前 の 流 行 に つ い て 知 る た め に 、 大 規 模 な 人 名 の 研 究 を 行 っ て い

る Stanley Lieberson の 研究 を 参考 に す る。Lieberson は、人 種や 宗 教、

言 語 を 研 究 対 象 と す る ア メ リ カ の 社 会 学 者 で あ る 。 そ も そ も 名 前 と

は個 人 の好 み の問 題で あ る 。彼 の 関心 は 、人 々 の好 み や流 行が ど のよ

う に 働 き 、 そ れ が 文 化 の 移 り 変 わ り 方 を 理 解 す る の に ど の よ う に 役

立 つ の か と い う こ と に つ い て 個 人 の 名 前 を 通 し て 研 究 す る こ と に あ

った 。名 前は 、以 下 に挙 げ る三 つ の特 徴に よ り好 み や流 行の 変 化を と

らえ る のに 向 いて いた 。一 つ目 は 、長 期間 に わた る 厳密 な 分 析 に耐 え

る こ と が で き 、 国 を 越 え た 考 察 を 可 能 に す る ほ ど の 十 分 な 出 生 に 基

づく デ ータ が ある こと 、二 つ目 は 、他 の主 な 流行 を 生み 出し て いる 商

業的 な 力に 左 右さ れな い こと 、三 つ目 は 、多 く の好 み は経 済的 な 要因

に 影 響 さ れ る が 、 名 前 は す べ て の 親 が 子 ど も に 与 え る も の で あ る こ

と で あ る 。 こ れ に よ り 商 業 的 な 影 響 や 経 済 的 な 影 響 に よ る 外 的 要 因

を排 除 した 、好み の純 粋 なメ カ ニズ ムの 分 析が 可 能と なる の であ る 13。 

 
13 Stanley Lieberson, A Matter of Taste: How Names, Fashions and Culture 

Change (Yale University Press, 2000), pp. 23-26. 
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Lieberson は 、 名前 の好 み (taste)の流 行(fashion)は内 的 メカ ニ ズム

に よ る も の で あ る と 述 べ て い る 14。 Lieberson は そ の 内 的 メ カ ニ ズ ム

を、「歯 車 効果 」「 置換 シ ステ ム 」「 好 みの 系 統」「突 然 変 異」「象 徴 に

より あ る名 前 が傷 つけ ら れる こ と 」「 象徴 に より あ る名 前の 人 気が 高

まる こ と」の 七つ に分 類 する 15。歯車 効果 と は、既 存の 好み の 要素 が

新し い 好み に 影響 し 、新 た な流 行 を生 み出 す とい う もの であ る 。最近

の女 の 子の 名 前は 、2 文字 の おと の 名 前が 流 行し て いる が、こ れは 歯

車効 果 によ る もの であ り 、3 文字 の 名 前が 流 行っ た 後 は 2 文 字 の名 前

が 流 行 る と い う よ う に 交 互 に 流 行 が 来 て い る 。 歯 車 効 果 が あ る こ と

によ っ て 、外 部 的な 社会 の 要因 が なく ても 、現 在の 好 みの 流行 が 新た

な好 み を決 定 づけ るの で ある 16。また 内的 メ カニ ズ ムは 新し い 好み を

決 定 付 け る 上 で 重 要 な 役 割 を 果 た す も の で あ る 。 歯 車 効 果 は 量 的 変

化を 伴 うが 、ほ と んど の 流行 は 量的 、質 的要 素 の両 方 から 成 る。質に

関わ る 流行 を 生み 出す 装 置の う ち、「 置換 シ ステ ム 」と は、新 たな 好

みが 、既存 の 好み の要 素 を徐 々 に置 き換 え るこ と によ って 生 まれ る、

 
14 同書、p. 14. 

15 同書、p. 112. 

16 同書、p. 92. 
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とい う もの で ある 17。最 後 には ま るっ きり 変 わっ て しま うよ う な変 化

でも 、既 存の 要 素が 徐々 に 変わ っ てい き 、そ れ を繰 り 返す こと で 起こ

るの で ある 。「 好 み の系 統 」は 、ある 既存 の 名前 を 軸と して 新 たな 名

前が 作 り出 さ れる とい う こと で ある 18。た と え ば Janet, Jaime と いう

名前 は Jane と い う 名前 を 軸に 派 生し て誕 生 した 名 前で ある 。 日本 で

は 、近年 、「ゆ い」「 ゆ あ」「 ゆづ き 」とい う 名前 が 流行 して お り 、こ

れも 「 ゆ」 と いう 文字 の 好み か ら派 生し た もの で ある とい え る。  

「突 然 変異 」と は、新た な 好み が 生ま れる こ とを 、生 物 の遺 伝 的な

突然 変 異に 例 えて 表し た もの で ある 19。遺 伝 にお け る突 然変 異 の流 れ

は 続 く も の だ が 、 そ の 殆 ど 全 て が 生 き て い く の に 必 要 で は な い の で

広ま ら ない 。し かし 、まれ に 突然 変 異が 社会 の 状況 下 で有 利な と きは 、

生 き 残 っ て 拡 散 す る こ と が あ る 。 人 間 の 名 前 に つ い て も 法 的 な ル ー

ルや 公 的な ル ール がな い 世界 な の で 、新た に 生ま れ る名 前（突 然 変異 ）

を見 る こと が でき る 。遺 伝 の突 然 変異 と同 様 に 名 づ けに おい て も 、親

が 新 し く 作 り 出 し た 名 前 を 魅 力 的 と 感 じ る 可 能 性 が 高 ま る 状 況 が あ

る。突 然変 異 によ って 生 まれ た 名前 のほ と んど は 消え てな く なる が、

 
17 同書、pp. 114-117. 

18 同書、pp. 117-122. 

19 同書、pp. 122-126. 
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いく つ かは あ る程 度の 人 気を 獲 得す るの で ある 。  

「象 徴 によ り ある 名前 が 傷つ け られ るこ と 」「 象徴 に よ りあ る 名前

の人 気 が高 ま るこ と 」とは、あ る 象徴 的な イ メー ジ によ って 、そ の 名

前 が 人 々 に と っ て 魅 力 的 に 見 え た り 、 そ う で は な く 見 え た り す る こ

とで あ る 20。好み に はた い てい 象 徴的 な要 素 が存 在 する 。裕 福さ を 表

す好 み であ っ たり 、難解 な 知識 を 表す 好み で あっ た り 、社 会的 態 度を

表す 好 みで あ った りと 、そ の要 素 は比 較的 は っき り して いる 。そ の象

徴が あ るこ と で 、名 前が 魅 力的 に 見え るこ と もあ る し 、そ うで な くな

る こ と も あ る 。 ま た そ の 象 徴 さ が 持 つ イ メ ー ジ は 時 の 変 化 に よ り 変

わる こ とが あ る。また 好 みに よ る連 想は 個 人だ け でな く階 級 や人 々、

活動 と リン ク して 高め ら れる 。  

 こ の Lieberson の 研究 を 、本 研究 に お いて 日 本人 の 子ど もの 名 前の

流行 を 考え る うえ で応 用 でき る 21。2000 年 以 降に 生 まれ た 子ど も の名

前が 読 めな く なっ てい る 現象 は、Lieberson の示 す 突然 変異 に あた る

とい え るだ ろ う 。以 前に 共 有さ れ てい た 、名 前 は読 め るも ので な けれ

 
20 同書、pp. 126-142. 

21 Lieberson の研究が、日本人の名前にも応用できるということについて、久

山は以下の論文で論じている。久山健太「Lieberson の個人名研究と日本にお

ける発展可能性」、『年報人間科学』、2013 年、第 33 号、1-14 頁。 
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ばな ら ない と いう 価値 観 が崩 れ、「読 めな い 」名 前が 自 由に 創 作さ れ

始め た 。また 、歴 史 上の 偉 人で も 知ら なけ れ ば読 め ない 名前 を 持つ 人

はい た が、 そ れが 大衆 化 して い る現 状は 突 然変 異 と い える だ ろう 。  

個 性 的 な 名 前 が 増 え て き た こ と は 周 知 の 事 実 だ が 、 で は 具 体 的 に ど

のよ う な名 前 が増 えて き たの か、「読 めな い 」名 前と は どう い った 名

前な の だろ う か。  

先ほ ど の表 1 で も わか る 通り 、 2000 年を 境 に徐 々 に「 読め る 」度

が小 さ くな っ てい き、 2000 年 以 前は 9 割 の子 ど もの 名 前が 読 めて い

たの に 対し 、2008 年頃 に は読 め る名 前の 子 ども の 割合 は 7 割 程 度ま

で下 が って い る。ま た 2000 年以 前 は ほと ん ど存 在 して いな か った 和

泉方 式 の名 前 が、2000 年 以降 に 増え 始 め 、2008 年 に は 9 人も の 子ど

も の 名 前 が 和 泉 方 式 で あ っ た 。 名 前 全 体 に 対 す る 割 合 と し て は 小 さ

いも の の 、和 泉 方式 の名 前 が増 え つつ ある と いえ る だろ う 。し か し、

「読 め ない 」名 前 は、すべ て が「 和泉 方式 」に よ るも の であ る とい う

わけ で はな い 。そ こで 、次章 で は、「 読め な い」名 前を 、質 的 に分 析

して い く。   
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2. 名前における漢字とおとの乖離 

 

 第 1 章で は、「 流 行」を 引き 起 こす 内的 メ カニ ズ ムの ひと つ 、突 然

変 異 に よ っ て 「 読 め な い 」 名 前 が 増 え た と い う こ と を 、『 四 国 新 聞 』

「う ち の王 様」の デー タ によ っ て 、量的 に 明ら か にし た。この 突 然変

異の 背 景に は 何が ある の だろ う か 。本 章で は 、名前 の デー タを 質 的に

分析 す る 。個 性 的な 名前 を つけ る とは 、他者 の 名前 と の差 別化 を 図る

とい う こと だ が 、具 体的 に は 、名 前 のお とは 閉 鎖的 体 系を とっ た まま 、

漢 字 の 選 択 や 組 み 合 わ せ を 特 殊 に す る と い う 名 づ け の 方 法 に よ っ て 、

名前 が 読め な いも のに な った と いう こと を 、本 章 で は 明ら か にす る。 

 

2.1 閉鎖的体系から開放的体系へ 

 

 名 づ けの 体 系に は「 閉鎖 的 体系 」と「開 放的 体 系」の二 つが あ る。

「閉 鎖 的体 系」と は、名前 の 種類 と 数が 限 定さ れ てい て、一定 の 名前

の ス ト ッ ク の 中 か ら 、 子 ど も の 出 産 状 況 や 社 会 的 地 位 に 名 前 が 割 り

当て ら れる よ うな 社会 の 体系 で あり 、「開 放的 体 系 」と は名 前 の種 類

も数 も 極め て 多く 、次々 に 個人 名 が創 作さ れ る社 会 の体 系で あ る 。小
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林 大 祐 は 、 日 本 語 の 名 前 は 表 意 文 字 と 表 音 文 字 と の 併 用 と い う 構 造

的特 性 のた め に「開 放的 体 系 」を と る潜 在的 な 可能 性 を孕 んで い るも

のの 、名 前に お ける 変化 と は 、そ の 選択 制限 す る機 会 によ って の み決

定 さ れ る わ け で は な く 、 む し ろ 欲 求 の 側 面 に よ っ て 顕 在 化 す る と い

うこ と を述 べ てい る 22。つま り 、常用 漢字 な らび に 人名 用漢 字 が新 た

に追 加 され 、名 前に 使え る 漢字 が 増加 した こ とに よ って 、名前 の 選択

の幅 が 広ま っ てい るわ け では な く 、音 や響 き は 、既 存 のス トッ ク を利

用し て 語感 を 変え ずに 、漢 字の 選 び方 によ っ て 、他 の 名前 と差 異 化し

たい と いう 欲 求こ そが 、選 択の 幅 を広 くし た とい う のが 、小林 の 主張

であ る 。  

意 識 し て い る か 否 か に か か わ ら ず 、 少 な か ら ぬ 数 の 親 が 子 ど も に

個 性 的 な 名 前 を 付 け よ う と す る 傾 向 に あ る こ と は 先 行 研 究 か ら も 明

らか で ある 。子 ども に平 凡 な名 前 、あり ふれ た 名前 を つけ よう と すれ

ば 既 存 の 名 前 の ス ト ッ ク の 中 か ら 選 ぶ は ず で あ る 。 個 性 的 な 名 前 と

は 、つ ま り他 人 と同 じに な らな い 名前 のこ と であ る 。日本 語の 名 前は

ほ と ん ど が 漢 字 に よ る 表 記 と 読 み の 組 み 合 わ せ で 出 来 て い る た め 、

 
22 小林大祐「名前の社会学的分析に向けて  漢字がつくる同一性のなかの差

異」、『評論・社会科学』第 65 号、2001 年、23-41 頁。 
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他 人 の 名 前 と の 差 異 を 追 求 し よ う と す れ ば 、 珍 し い 漢 字 や 名 前 に 使

われ る こと が 少な い漢 字 を用 い るか 、珍し い 読み 方 をさ せる か 、漢字

や 読 み 自 体 は 平 凡 な も の の そ の 組 み 合 わ せ を 独 自 の も の に す る と い

った 方 法が 考 えら れる 。  

それ で は、『 四国 新 聞』「 うち の 王様 」欄で 収 集し た「 読 めな い 」名

前は 、 どの よ うな 方法 で 差別 化 され てい る のだ ろ うか 。  

 

2.2 読めない名前の類型 

 

 ま ず『四 国 新聞 』「う ち の王 様 」欄 に載 っ てい る 子ど もの 名 前の う

ち、「読 め る」度 が 0 の 名 前、す なわ ち 辞書 読 みで も 慣習 読み で も読

めな い 名前 に つい て、「和 泉 方式 」 の ほか に 、 6 つ の型 に分 類 し、 分

析し て いく 。 表 2 は、 読 めな い 名前 の類 型 とそ の 例で ある 。  
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表 2 読めない名前の類型とその例23 

 

 

 一 つ 目は 、漢 字が 本来 持 つ読 み 方の 一部 の みを 切 り取 って 、読 ませ

る読 み 方で あ る 。読 めな い 名前 の うち 、約半 分 はこ の 型に 当て は まる 。

「然 音 」と 書 いて「 ねお 」と読 む 名前 は、「然 」の読 み で ある「 ねん 」

から「 ね」だけ を、「音 」の 読 みで あ る「 お と」「 お ん」から「 お」だ

けを 切 り取 っ て「 ねお 」と 読ま せ て いる 。そ もそ も「 然 」とい う 字を

人 名 に 用 い る こ と 自 体 が 珍 し い う え 、 両 方 の 字 の 読 み を 一 部 だ け 切

 
23 表 2 は、1996 年〜2010 年の各月 1 日の『四国新聞』の朝刊に掲載された

「うちの王様」欄に載っている子どもの名前をもとに、著者が作成したもので

ある。 

読み方の類型 名前の例

漢字が本来持つ読み方の一部のみを切り取って、読ませる読み方 然音（ねお）

愛友（あゆ）

漢字を名のりと呼ばれる特殊な読み方で読ませる読み方 心美（みみ）

一志（かずゆき）

本来ある読みにおとを一文字付け加えて読ませる読み方 苗（さなえ）

活（いくる）

名前に使われる漢字を、部首以外の部分の読み方で読ませる読み方 慎子（まこ）

由捺（ゆな）

その漢字の持つイメージから連想させて読ませる読み方 英雄人（ひろと）

月渚（るな）

その漢字の読み方にはない読み方で読ませる読み方 煌志仁（あとい）

三子（みやま）
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り取 っ てお り 、さ らに「 ね お 」と い う おと も「 新し い 」を 意味 す るギ

リ シャ 語 の”neo”を 連 想さ せ 、 日 本人 の 名前 と し て は馴 染 みの な い も

ので あ り 、こ う した 複数 の 要因 が 合わ さっ て 、この 名 前を 読め な いも

の に し て い る 。 ま た 「 愛 友 」 と 書 い て 「 あ ゆ 」 と 読 む 名 前 は 、「 愛 」

の読 み であ る「 あ い 」か ら「あ 」だ け を、「 友」の 読み で ある「 ゆ う」

から「 ゆ 」だけ を 切 り取 っ て「あ ゆ 」と 読ま せ てい る 。こ の名 前 も先

の 名 前 と 同 じ く 両 方 の 字 の 読 み を 一 部 だ け 切 り 取 っ て い る 。 お と に

関し て も、「 あ ゆみ 」と いう お とは 一 般的 で ある の に対 し、「 あ ゆ」は

珍し い ため 、簡 単に 誰も が 読め る 名前 とい う わけ で はな い 。一 方 でこ

うし た 型の 名 前で あっ て も、「 優月 」と書 い て「ゆ づ き 」と読 む 名前

は、「ゆ う 」か ら「 ゆ」だ けを 切 り取 って 読 ませ て いる もの の 、お そ

らく「 ゆ うづ き 」で はな く「 ゆづ き 」と 読む の だろ う と 、おと か ら推

測で き るた め、「ゆ づき 」と 読 むこ と がで き る。「 優」と いう 漢 字が 人

名 に 用 い ら れ る 時 の 読 み 方 は 「 ユ ウ 」「 す ぐ る 」「 ま さ る 」 に 、「 月 」

とい う 漢字 で は「 つき 」に 限ら れ る こと や、「 ユ ヅキ 」とい う おと が

一般 的 であ る こと が、総合 的 にこ の 名前 を「 ゆ づき 」と 読ま せ てい る

のだ 。  

 二 つ 目 は 、 漢 字 を 名 の り と 呼 ば れ る 特 殊 な 読 み 方 で 読 ま せ る 方 法
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であ る 。名の り と は 、人 名 に漢 字 を 用い る とき に 使わ れる 、音 読み・

訓読 み 以外 の 読み 方の こ とで あ る 。た とえ ば、「 心 」と い う 漢字 に は、

「こ こ ろ」「 シン 」とい う 読み 方 のほ かに 、名 のり と し て「き よ」「 こ

こ」「ご 」「さ ね」「 なか 」「 ま な」「 み」「む ね」「 も と」と いっ た 読み

方が 存 在す る。「心 美 」と書 い て「み み 」と読 む 名前 や「 こ こみ 」と

読む 名 前は 、名 の りを 使 って い ると いえ る。ま た「 志」とい う 漢字 に

は、「 こ ころ ざ し」「こ ころ ざ す」「し るし 」「 しる す 」「 さか ん」「シ 」

とい う 読み 方 のほ かに 、名 の りと し て「 さね 」「 むね 」「 もと 」「 ゆき 」

と い っ た 読 み 方 が 存 在 し 、「 一 」 と い う 漢 字 に は 、「 ひ と 」「 ひ と つ 」

「イ チ」「 イ ツ 」と いう 読 み方 の ほか に、「 おさ む」「 か ず 」「 は じめ 」

「 ま こ と 」 な ど の 読 み 方 が 存 在 す る 。「 一 志 」 と 書 い て 「 か ず ゆ き 」

と読 む 名前 は 、名の りを 使 って い ると いえ る 。名の り は一 つの 漢 字に

無 限 に あ る わ け で は な い が 、 常 用 漢 字 や 人 名 用 漢 字 一 つ 一 つ に つ い

て 名 の り を す べ て 覚 え て い る 人 は 多 く な い た め 、 有 名 な 名 の り で な

けれ ば、す ぐに 読 めな い 名前 に なっ てし ま う。先述 し た「 和子 」と 書

いて「か ず こ」と読 む名 前 も確 か に名 のり を 用い て いる が、昭和 の 時

代に 非 常に 人 気が あり 、こ の名 前 がつ いた 芸 能人 も 多く いた た め 、ほ

とん ど 誰も が 読め る名 前 とし て 認識 され て いる 。  
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こ う し た 型 の 名 前 が 流 行 り 始 め た 当 初 は 読 め な い 人 も い た か も し

れな い が、同様 の 名前 が 増え る こと で「 読め る」名 前と して 世 間に 広

まっ て いく の であ る 。2000 年以 降 で は、「 莉彩 」と書 い て「り さ 」と

読む 名 前、「彩 恵」と書 い て「 さ え」と 読む 名 前、「彩 稀」と書 い て「 さ

き 」と 読 む名 前 な ど「あ や 」とい う 漢 字を 名 のり で ある「 さ 」と 読 ま

せて 用 いる 名 前が 増え て いる 。本 研究 では 、辞 書読 み 基準 でも 慣 習読

み 基 準 で も 読 め な い 名 前 と し て 判 断 し た が 、 時 が 経 ち 彼 ら が 社 会 に

出る 頃 にな れ ば、おそ ら くそ う した 名前 は 一般 的 に「 読め る」名 前と

して 認 識さ れ るよ うに な って い るだ ろう 。同 様 に「 陽」とい う 漢字 を

「は る 」と読 ま せ て用 い てい る 名前 や「望 」と いう 漢 字 を「み 」と 読

ま せ て 用 い て い る 名 前 も 、 今 は 世 間 的 に は そ れ ほ ど 一 般 的 で は な い

が、「 う ちの 王 様」欄で は しば し ば見 られ る 読み 方 であ り、「 陽 斗」と

書い て「 は る と」と読 む 名前 や「陽 翔」と書 い て「 は ると 」と 読 む 名

前、「 望 来」と 書 い て「 みく」と 読む 名前 、「 望莉」と 書 いて「み り 」

と 読 む 名 前 が 存 在 す る 。 こ れ ら の 読 み 方 で 読 ま せ る 名 前 の 流 行 が 続

けば 、 一般 的 な読 み方 と して 広 く認 識さ れ るよ う にな るだ ろ う。  

 三 つ 目 は 、 本 来 あ る 読 み に お と を 一 文 字 付 け 加 え て 読 ま せ る 読 み

であ る。「苗 」と書 いて「さ な え」と 読む 名 前は 、「 苗」とい う 漢字 の
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訓読 み であ る「な え」に「 さ」と いう おと を 付け 足 して「さ なえ 」と

読ま せ てい る 。ま た、「 雅 」と 書 いて「ま さや 」と読 む 名前 は、「雅 」

とい う 漢字 の 訓読 みで あ る「 まさ 」に「や」と いう お とを 付け 足 して

「ま さ や」と 読ま せて い る。「悠 」と 書い て「は る と」と読 む 名前 や

「活 」と 書 いて「い くる 」と 読 む名 前 も同 様 であ る。こ れは あ くま で

例に 過 ぎな い が、「 さな え 」と いう 読 み方 を する 名 前を 付け た けれ ば

「早 苗 」と い う組 み合 わ せの 漢 字を 用い た り、「ま さ や 」と い う読 み

方を す る名 前 を付 けた け れば「 雅 也 」とい う 組み 合 わせ の漢 字 を用 い

たり す れば 、正 しく 読ま れ る可 能 性は 格段 に 上が る だろ う 。し か し、

あ え て そ う は せ ず に や や 強 引 で あ っ て も 特 殊 な 読 み 方 を さ せ て い る

こ と に 鑑 み る と 、 名 づ け た 親 に は 漢 字 一 文 字 の 名 前 を 付 け た い と い

う強 い こだ わ りが あっ た のか も しれ ない 。  

 四 つ 目は 、名 前に 使わ れ る漢 字 を 、部 首以 外 の部 分 の読 み方 で 読ま

せる 名 前で あ る。「 槙子 」と 書 い て「 まこ 」と 読 む 名前 は、「 槙 」と い

う漢 字 の旁（ つく り）であ る「真 」と いう 漢 字の 読 みで ある「ま 」を

とっ て「ま こ」と 読ま せ てい る 。ま た、「由 捺」と 書い て「 ゆ な」と

読む 名 前は 、「捺 」とい う 漢字 の 旁で ある「 奈 」とい う 漢字 の 読み で
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ある「 な」を と って「ゆ な 」と 読 ま せて いる 24。元の 漢 字で ある「 真」

「奈 」の ほう が 名前 に使 わ れる 漢 字と して は 一般 的 であ るう え、「 槙」

「 捺 」 と い う 漢 字 を 使 っ た 結 果 正 し く 読 め な く な っ て し ま っ て い る

こと に 鑑み る と 、こ れは あ くま で 一つ の説 に すぎ な いが 、字画 に よる

姓名 判 断の 結 果を 優先 し 、画数 を 変え つつ 、元 の字 に 近い 漢字 を 用い

たの か もし れ ない 。しか し 、部首 以 外の 部分 が 読み 方 を決 める こ とが

多 い と い う 漢 字 の 性 質 上 、 特 に 後 者 の 名 前 は 、 読 む 者 が 、「 ゆ な つ 」

では な く「 ゆな 」と 読む の だろ う と推 測で き るた め、正 しく 読 める 人

も一 定 数い る と考 えら れ る。  

 五 つ 目 は 、 そ の 漢 字 の 持 つ イ メ ー ジ か ら 連 想 さ せ て 読 ま せ る 名 前

であ る。「 英雄 人 」と書 い て「 ひ ろと 」と 読 む名 前 は、英雄 を 意味 す

る英 単 語で あ る”hero”をカ タ カナ の「 ヒー ロ ー」に 直し「ひ ろ と」と

読ま せ てい る と考 えら れ る。ま た、「 月渚 」と書 い て「 るな 」と読 む

名前 は、天 体の 月 を 意味 す るラ テ ン語 の”luna”をカ タ カナ の「 ルー ナ」

に 直 し 「 る な 」 と 読 ま せ て い る と 考 え ら れ る 。「 ひ ろ と 」 や 「 る な 」

と い う お と 自 体 は 珍 し く は な い も の の 、 漢 字 と い う 日 本 語 に 固 有 の

 
24 「ゆな」というおとの名前は、かつては「湯女」を連想させたが、時代とと

もにその言葉は忘れられ、女の子の名前として広く受け入れられるようになっ

た。 
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文 字 に 対 し て 外 国 語 の お と を あ て る と い う ね じ れ が 起 こ っ て い る た

め、「読 め な い」名 前 にな っ てし ま って いる と いえ る 。これ まで に も、

「杏 奈 」と書 い て「 あん な 」と読 む 名前 や「樹 里 」と書 い て「 じゅ り 」

と読 む 名前 、「 恵 麻 」と 書 いて「 えま 」と 読 む名 前 など 、特 に 女子 の

名 前 で 、 だ れ で も 読 め る よ う な 漢 字 と か な の 組 み 合 わ せ を 用 い て 欧

米 人 の よ う な 名 前 を 付 け る こ と は あ っ た が 、 漢 字 自 体 の 意 味 か ら 読

み を 連 想 さ せ る 、 あ る 意 味 で は ク イ ズ の よ う に も 感 じ ら れ る 読 ま せ

方 は 2000 年以 降 に 目立 つ よう に なっ たと い える 。いわ ゆる キ ラキ ラ

ネー ム や DQN ネ ーム の 文脈 で 語ら れる こ との 多 い名 前と も いえ る。 

六 つ 目 は 、 そ の 漢 字 の 読 み 方 に は な い 読 み 方 で 読 む 名 前 で あ る 。

「煌 志 仁」と書 い て「 あと い」と 読む 名前 は、漢 字と 読 みが 全 くあ っ

てい な い。「 煌 」を「あ」、「志 」を「 と」、「仁」を「 い 」と 読む の だ

と仮 定 して 、そ れ ぞれ の 漢字 に それ ぞれ の 読み 方 は存 在し な い。「 三

子」と書 い て「 みや ま」と読 む 名前 も 同様 で ある 。本 稿 で列 挙 して き

た 読 め な い 名 前 の 類 型 の 中 で 最 も 読 む う え で の 難 易 度 が 高 く 、 正 し

く読 め る人 は ほぼ いな い だろ う と考 えら れ る。   
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2.3 音は閉鎖的、漢字は開放的 

 

「読 め る」度 が 0 の 名前 を 分析 す ると 、「あ と い」「 るう 」「 みや ま 」

な ど 音 自 体 が 珍 し い 名 前 も 見 ら れ た が 、 ほ と ん ど は 既 存 の 音 で あ り

それ ほ ど目 新 しさ は感 じ られ な い 。音 自体 は 珍し く ない もの の 、漢字

との 対 応か ら 「読 める 」 度が 0 と な って し まっ て いる 名前 が ほと ん

どで あ る。Lieberson の 提唱 す る歯 車 メカ ニ ズム に 沿っ て考 え てみ る

と 、新 た に好 ま れて 流行 る 名前 は 、既存 の好 み の要 素 を取 り入 れ つつ

生み 出 され る もの であ る ため 、「 う ち の王 様 」欄 の 名前 でみ る と、音

は 既 存 の ス ト ッ ク か ら 選 び つ つ 、 漢 字 に つ い て は 一 般 的 に は 名 前 に

使 わ れ な い 漢 字 を 用 い た り 、 特 殊 な 組 み 合 わ せ 方 を し た り し て い る

とい え る。  

 昭 和 時代 に は、「 和子 」「 節子 」「陽 子 」など 名 前の 最 後に「 子 」が

つく 女 性の 名 前が 非常 に 流行 し た 25。「 うち の 王様 」欄 に載 って い る女

の子 の 名前 で も、「 愛子 」「 実沙 子」「 瑤子 」な ど「 子 」で終 わ る名 前

 
25 明治安田生命「名前ランキング 生まれ年別ベスト 10」 

（https://www.meijiyasuda.co.jp/enjoy/ranking/year_men/index.html  

最終閲覧：2020 年 2 月 14 日） 

角田文衛『日本の女性名：歴史的展望』、東京：国書刊行会、2006 年、471-484 

頁。 
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が見 ら れた が、「柚 心 」と書 い て「ゆ こ 」と読 む 名前 や「 清 湖 」と 書

いて「さ や こ 」と 読む 名 前、「 莉 香 」と書 い て「 りこ 」と読 む 名前 や

「亜 古 」と書 い て「 あこ 」と 読む 名 前 など も 存在 し 、お と自 体 は「○

○こ 」であ り、「 こ 」で 終 わる と いう 点で は かつ て と変 わっ て いな い

が、どう い う漢 字 を使 っ て「 こ」と読 ませ る かと い う点 にお い て選 択

の幅 が 広が っ てい る。特に「 心」や「 香」とい う 漢 字は 、辞 書読 み 基

準で も 慣習 読 み基 準で も「 こ 」と は 読め な い。「 こ 」で 終わ る 女子 名

には 一 般的 に は「子 」とい う 漢字 を 使う とい う 慣習 が ある にも か かわ

らず 、あえ て 他の 漢字 を 使う こ とで 個性 を 発揮 し てい る。ま た、「こ

ころ 」、「 ゆず 」、「 な ぎさ 」、「 かな め」、「 こは く 」など 普 通 名詞 の おと

を 固 有 名 詞 で あ る 子 ど も の 名 前 に つ け て い る 名 前 も あ る が 、 普 通 名

詞と し ての 漢 字で ある「心 」、「柚 子」、「渚 」、「要 」、「 琥 珀」とい う 漢

字は あ てず に 、その まま ひ らが な を用 いる わ けで も なく 、「 湖々 路」、

「由 珠」、「凪 沙」、「 叶夢 」、「 虎珀 」と 独 自の 漢 字を あ てて いる 。普 通

名 詞 で は な く 固 有 名 詞 で あ る こ と を 区 別 し て わ か ら せ る た め と い う

意 図 も あ る の か も し れ な い が 、 や は り 既 存 の 日 本 語 に 存 在 す る お と

で 読 ま せ な が ら 、 漢 字 に 関 し て は 新 た な 組 み 合 わ せ を 創 作 し て い る

こと か ら 、お と は閉 鎖的 体 系を と って いる も のの 、漢 字は 開放 的 体系
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を と っ て い る と い え る 。 そ し て そ の 現 象 が 顕 著 に 現 れ て い る 名 前 の

体系 が 1 章 で 述べ た「 和 泉方 式 」の 名前 で ある 。  

 

2.4 「読めない」名前が増えた変化は不可逆的なものであ

る 

 

明 治 安 田 生 命 の 生 ま れ 年 別 名 前 ラ ン キ ン グ を 見 て い る と 、 名 前 の

好 み の 流 行 に 先 述 し た Lieberson の 言 う 歯 車 効 果 が 働 い て い る こ と

がわ か る。前述 し た通 り、男 の子 の 名前 で は、大正 後 期か ら 昭和 中 期

まで は「 清」「 勇」「 誠 」と い った 漢 字 一文 字 の名 前 が流 行り 、そ の後

平成 初 期ま で は「 大輔 」「 達也 」「 健太 」と いっ た 漢字 一 文字 の 名前 が

流行 っ て 、近 年 で は「湊 」「蓮 」「樹 」とい っ た漢 字 一文 字の 名 前が 再

び人 気 を集 め てい る。ま た女 の 子の 名 前で は 、大 正 初期 に「千 代」「 ハ

ル」「キ ミ 」と い っ た二 文 字音 の 名前 が流 行 り、昭 和で は全 体 を通 し

て「 和 子」「 陽 子」「真 由 美」など「 子」「美 」と い った 止め 字 で終 わ

る三 文 字音 の 名前 が流 行 って 、近 年 では 再 び「莉 子」「 凛」「 杏 」と い

っ た 二 文 字 音 の 名 前 が 人 気 を 集 め て い る 。 か な の 文 字 数 に つ い て 歯

車効 果 が働 き 、交 互に 流 行が 起 こっ てい る とい え る。  
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しか し 、名 前 が読 める か 否か と いう 点に 関 して は 、Lieberson の提

唱す る 歯車 効 果通 りに 、近 年 流行 っ てい る「 読 めな い」名前 の 流行 が

終わ り、数 十年 後 には 再 びほ と んど が「 読め る」名 前に なっ て いる と

は考 え にく い。近 年で は「 子 ども の 名前 と いう の は、初め て 見る 人 で

も読 め るも の でな けれ ば なら な い 」と いう 価 値観 が 薄れ てお り 、将来 、

読め る 名前 /読 め な い名 前 の比 率 が変 わる 可 能性 は あっ ても 、ほと ん

ど す べ て の 名 前 が 読 め て い た 時 代 に 戻 る と い う こ と は な い だ ろ う 。

「読 め る」名前 か ら「 読め な い」名前 への 流 行の 変 化は 、不 可逆 的 で

も の で あ り 、 単 な る 流 行 の 移 り 変 わ り で は な い 大 き な 変 化 だ と い え

る。  

2.5 なぜ読めなくなったのか、その原因について考えられ

てきたこと 

 

 親 が 子ど も を名 づけ る とき 、重 視 する 点 とし て は、漢字 の 意味 、音

の響 き 、字画 に よる 姓名 判 断の 結 果 、初 めて 見 た人 に 正し く読 ん でも

ら え る こ と な ど が 挙 げ ら れ る 。 も ち ろ ん そ の 中 で の 優 先 順 位 は 人 そ

れぞ れ だろ う が、初め て 見た 人 に正 しく 読 んで も らえ ると い うの は、

あ る 時 代 ま で は 当 然 に 満 た す べ き 条 件 と し て ほ と ん ど の 親 た ち に 共
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通す る 認識 だ った だろ う 。それ が 、あ る時 点 を境 に 漢字 の意 味 や音 の

響 き な ど 重 視 す る よ う に な っ た 結 果 、 正 し く 読 め る と い う 条 件 は 劣

後と な った 26。個 性 的な 名 前を つ けよ うと す れば 、新 た な漢 字 の組 み

合 わ せ を 創 作 し な け れ ば な ら な い が 、 人 名 に 使 え る と 常 識 的 に 考 え

ら れ る 漢 字 は 数 が 限 ら れ て い る う え 、 お と も 重 視 し よ う と す る と な

ると 、必 然的 に 名前 は読 め ない も のに なる 確 率が 高 くな る 。あ え て読

め な い 名 前 を つ け よ う と し て い る の で は な く 、 漢 字 と お と に つ い て

別々 に こだ わ って 考え た 結果 、両 者が 上手 く 対応 せ ずに 、その よ うな

流行 が 生ま れ てい るの だ と考 え られ る。  

 し か し、「 読 めな い」名前 を 質的 に 分析 し てい く と、「 読め な い」名

前 が 増 え た こ と は 、 単 な る 流 行 に よ っ て 起 こ っ た 現 象 と い う だ け で

は 説 明 で き な い と わ か る 。 親 の 側 の 根 本 的 な 変 化 が 新 た な 要 素 に 影

響し て いる の では ない だ ろう か 。次章 では 、親 側の 価 値観 の変 化 につ

いて 考 察し て いく 。   

 
26 インスタグラム上で『四国新聞』「うちの王様」欄に子どもを載せた親数人

にインタビューしたところ、子どもの名前が読めないことによる不便はそれほ

どないようだった。 
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3. 「見せる」ための名前 

 

 前 章 では 、「 読 め ない 」名前 を 類型 化し 、流行 と いう 観点 か ら分 析

して き た 。し か し、「 読め な い 」名 前 が増 え た現 象 は 、流行 に よっ て

の み 説 明 で き る も の で は な く 、 不 可 逆 的 な 変 化 で あ る の で は な い だ

ろう か。そ こに は、親側 に 決定 的 な変 化が あ った と 考え られ る。そ の

変化 と は 、す な わち 名づ け の条 件 の変 化で あ る 。親 が 子ど もに 託 した

イメ ー ジと 、子 ども に反 映 させ た い自 らの 物 語性 を 、名前 を通 し て他

者に「見 せ る」よう にな り、名 づけ る 際に 視 覚効 果 が重 視さ れ るよ う

にな っ たと い うこ とを 本 章で は 検証 する 。  

 

3.1 ポジティブな意味だけを切り取られた漢字 

 

 親 側 に起 こ った 変化 の 一つ に 、名づ けに 使 う漢 字 につ いて 、漢 字の

ポ ジ テ ィ ブ な 意 味 だ け を 切 り 取 っ て 使 う よ う に な っ た こ と が あ げ ら

れ る 。 実 際 に 私 た ち が 収 集 し た 名 前 に お け る 漢 字 の 意 味 の く み 取 り

方に は 、そ う した 特徴 が ある 。「 色 春 」と 書 いて「 ひろ は」と 読む 名

前は 、辞 書読 み 基準 でも 慣 習読 み 基準 でも 読 めな い が 、単 に読 め ない
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と い う 事 実 以 上 に 我 々 の 心 に 引 っ か か る の は こ の 二 つ の 漢 字 の 組 み

合わ せ であ ろ う。「 色 」と い う漢 字 に は、「 いろ ど り」「 お もむ き」「 仏

教に お いて 、感 覚で とら え るこ と がで きる 形 ある す べて のも の 」とい

った 意 味が あ り、単に「色 」と だ け言 われ る と色 鉛 筆や 赤色 、青 色 な

ど 英 語 の color の 意 味 で 使 わ れ る 言 葉 を 思 い 浮 か べ る 人 が 多 い だ ろ

う。また 、「 春」と いう 漢 字に は、「三 月か ら 五月 ま でを 指す 四 季の ひ

とつ 」「正 月 」とい った 意 味が あ り 27、単に「 春 」とだ け 言 われ る と立

春 や 春 夏 秋 冬 な ど 暦 を 表 す 意 味 で 使 わ れ る 言 葉 を 思 い 浮 か べ る 人 が

多い だ ろう 。「一 色 」とい う 名字 や「 春子 」と いう 女 性 の名 前 は実 際

に存 在 する し 、それ ぞれ の 漢字 が 単独 で使 わ れる 場 合 、そ れほ ど の違

和感 は ない 。しか し、「 色 」と「春 」、それ ぞ れの 漢 字に 共通 し て「 男

女の 間 での 情 欲 」とい う 意味 が あり 、「 色恋 」「色 男」「 売 春」「 春画 」

とい っ た熟 語 でも 、これ ら の漢 字 はそ うし た 意味 で 用い られ る 。この

二文 字 を合 わ せて 使う と、「 男女 間 の 情欲 」とい う 、そ の意 味 が全 面

に 押 し 出 さ れ て し ま い 、 こ の 名 前 を 初 め て 見 る 人 は そ の 意 味 で 受 け

取 っ て し ま う だ ろ う し 、 そ の 意 味 を 知 っ て い る 人 な ら ば 名 前 に は 避

 
27 「漢字辞典オンライン」、（https://kanji.jitenon.jp/ 最終閲覧：2020 年 2 月 14

日） 
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ける 漢 字の 組 み合 わせ で あろ う 。  

しか し 、名づ け た 親は お そら く「 色 」と「春 」と いう 漢 字 につ いて

先に 述 べた 前 向き な意 味 だけ を 考え て「色 春 」とつ け た と考 え られ る。

も し 辞 書 な ど で こ れ ら の 漢 字 に 情 欲 を 表 す 意 味 が あ る こ と を 知 っ た

とし て も 、漢 字 に複 数の 意 味が あ るの は当 然 のこ と であ り 、無 視 でき

る範 囲 だと 判 断し たの か もし れ ない 。やや 極 端で は ある が 、漢 字 の意

味の 一 部だ け が切 り取 ら れた 例 であ ると い える 。  

 ま た 、2000 年 以 降に 名 前に 使 われ る漢 字 とし て「空 」「夢 」が人 気

を集 め てい る。「空 」と いう 漢 字を 使 った 名 前で は、「蒼 空」と書 い て

「そ ら 」と 読 む男 の子 の 名前 や、「 咲 空」と 書い て「さ ら」と 読む 女

の子 の 名前 が あり 、「夢」と いう 漢 字を 使っ た 名前 で は、「 叶夢 」と 書

いて「か な め」と 読む 女 の子 の 名前 や「 夢結 」と書 い て「 ゆい 」と読

む女 の 子の 名 前、「 夢叶 」と 書い て「 ゆう と 」と読 む 男 の子 の 名前 が

あっ た。「 空」と い う漢 字 には 、「 青 空 」「 大空 」とい っ た 言葉 で 使わ

れる よ うに 頭 上に 広が る 空間 と いう 意味 28が ある が 、そ れ以 外 にも む

なし い、無 駄、から っぽ 、い た ずら な どの 意 味が あ り、仏教 で は本 質

 
28 三省堂「三省堂ウェブディクショナリー」、（https://www.sanseido.biz/ 最終

閲覧：2020 年 2 月 14 日） 
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や 実 体 が な い も の と い う 意 味 も あ る 。 必 ず し も 肯 定 的 な 意 味 だ け で

使わ れ る漢 字 とは 限ら な い。また「夢 」と いう 漢 字に は、眠っ て いる

時に 見 る 、あ た かも 現実 で ある か のよ うに 錯 覚す る 観念 や心 像 や 、将

来実 現 した い と思 って い る事 柄 とい う意 味 があ る が 、心 の迷 い 、はか

ない こ とな ど の意 味が あ り、「 空 」と いう 漢 字と 同 様に 多義 的 で必 ず

しも 肯 定的 な 意味 だけ で 使わ れ るわ けで は ない 。  

その 一 方で 、赤ち ゃ ん命 名 ガイ ド には 、「空 」と いう 漢 字の「願 い 」

の欄 に は「大 空 に羽 ばた く イメ ー ジか ら 、世 界 で活 躍 して ほし い と願

って 」と あ り、「夢 」と いう 漢 字 の「 願い 」の 欄 に は、「 眠っ て いる と

きに 見 る夢 、希 望な どを 意 味す る こと から 、い つも 希 望や 理想 を 持ち

続け る 人に 成 長す るこ と を祈 っ て。また 、将 来、自 分の 夢を 実 現す る

こと が 出来 る よう にと い う願 い を込 めて 」と あ った 29。明治 安 田生 命

の名 前 ラン キ ング を見 て も「 空」「 蒼 空」な ど「 空 」と いう 漢 字を 含

む名 前 は 2006 年 以 降何 度 か上 位 にラ ンク イ ンし て おり 、そ の 人気 の

高さ が 窺え る 。どう して 、こ のよ う に漢 字の 意 味の 一 部だ けを 切 り取

る よ う に な っ た の だ ろ う か 。 ポ ジ テ ィ ブ な 意 味 だ け を 切 り 取 る 背 景

には 、「目 に 見え る 」イメ ー ジを 重 視す る親 た ちの 姿 勢が みえ て きた 。 

 
29 「赤ちゃん命名ガイド」、（https://b-name.jp/ 最終閲覧：2020 年 2 月 14 日） 
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3.2 視覚優位の情報 

 

前 節 で は 、 ポ ジ テ ィ ブ な イ メ ー ジ が 目 に 見 え や す い 漢 字 が 名 前 に

好 ま れ る よ う に な っ て い る こ と を 説 明 し た 。 か つ て の 名 前 の 条 件 に

あっ た、お と、漢字 の意 味、字 画に よ る姓 名 判断 に 加え て、見る 人 の

視 覚 情 報 に い か に 訴 え ら れ る か と い う 要 素 が 名 づ け に 加 わ っ た の で

ある 。そ の要 素 が名 づけ に おい て 重要 視さ れ た結 果 、正し く読 め るか

否 か と い う 要 素 は 後 回 し に な り 、 名 前 は 読 め な い も の に な っ て し ま

った の では な いだ ろう か。「 優心 」、「 芯 太」、「 叶夢 」、「 宝 来」、「 結愛 」…。

読 め る か 読 め な い か は と も か く 、 親 の 子 ど も に つ け た 願 い や 名 前 か

ら 発 せ ら れ る イ メ ー ジ が 手 に 取 る よ う に 伝 わ っ て く る 名 前 が 、 私 た

ちの デ ータ に 見受 けら れ た 。  

 我 々 は 視 覚 か ら の 情 報 に 大 き く 頼 り な が ら 生 活 し て い る 。 特 に 現

代 人 の 生 活 の 利 便 性 を 飛 躍 的 に 高 め た ス マ ー ト フ ォ ン は 、 従 来 の 折

り畳 み 式携 帯 電話 に比 べ 、大き な 画面 が特 徴 的で あ り 、イ ンタ ー ネッ

ト 接 続 に よ っ て 写 真 や 動 画 を 共 有 し て 楽 し む こ と が で き る 。 世 に あ

ふ れ る コ ン テ ン ツ の 中 か ら 人 に 見 て も ら う た め に は 、 他 の コ ン テ ン

ツ と の 違 い を 一 目 見 る だ け で 見 る 人 に ア ピ ー ル し な け れ ば な ら な い 。
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動画 投 稿サ ー ビス YouTube で は、 動 画の 顔 とも い える サム ネ イル に

い か に イ ン パ ク ト を 持 た せ 、 視 聴 者 に 動 画 を ク リ ッ ク さ せ て 再 生 回

数 を 伸 ば す か が 肝 心 で あ り 、 ア プ リ を 開 け ば 画 面 い っ ぱ い に 驚 い た

り 悲 し ん だ り す る 人 の 表 情 と 動 画 の 内 容 を 示 す 大 き な 文 字 が 大 々 的

に現 れ る 。い く ら動 画の 内 容自 体 が良 質な も ので あ って も 、そ も そも

興味 を 持っ て もら えな け れば 見 ても らえ な いか ら であ る 。ま た 、これ

は テ レ ビ に も い え る こ と だ が 、 た だ 人 が し ゃ べ っ て い る だ け の 動 画

に も 字 幕 が つ い て い る こ と は よ く あ る 。 何 分 何 秒 に 何 の 話 を し て い

る か を す ぐ に 理 解 し て も ら う こ と が で き 、 ま た 字 幕 を 変 え る こ と で

話 し て い る 内 容 を よ り 効 果 的 に 視 聴 者 に 伝 え る こ と が で き る の で あ

る 。現 代 人は 忙 しい 。短時 間 でい か に人 の心 を つか む か が 重要 な ので

あ り 、 そ の た め に は 人 々 の 視 覚 情 報 に 訴 え る の が 最 も 手 軽 な 方 法 な

ので あ る。  

写真 共 有ア プ リで あ る Instagram に おい て も同 様 であ る。 2017 年

の流 行 語に は「 イ ンス タ 映え 」と い う言 葉 が新 語・流 行語 大 賞の 年 間

対象 に 選ば れ 30、見 た目 が 美し い 観光 地や グ ルメ 情 報が 話題 と なる 中 、

 
30「流行語大賞は『インスタ映え』『忖度』 トップ１０に『３５億』『ひふみ

ん』も」、『朝日新聞』、2017 年 12 月 2 日、朝刊、第 34 面。 
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写 真 映 え す る 食 べ 物 を 買 っ て 写 真 だ け 撮 り 、 少 し 食 べ た だ け で 捨 て

てし ま う行 為 も問 題と な った 31。人 は 食事 を する と き 、食器 や 盛り 付

け な ど 視 覚 情 報 を 楽 し む こ と は も ち ろ ん だ が 、 香 り や 味 と い っ た 嗅

覚 や 味 覚 に よ る 情 報 を 主 に 楽 し ん で い る は ず だ 。 も ち ろ ん 他 人 が イ

ンス タ グラ ム に投 稿し た 料理 の 写真 を見 て 、そこ か らに おい や 味 、そ

の 店 の 雰 囲 気 を 想 像 す る と い っ た 楽 し み 方 も あ る だ ろ う が 、 そ の 場

合 で も や は り 視 覚 情 報 を 利 用 し て い る の で あ る 。 人 の 心 を つ か み 注

目を 集 める に は、 視覚 情 報に 訴 える のが 効 果的 な ので ある 。  

 名 前 が「 読め な く 」なり 始 めた 2000 年 代 初期 に はス マ ート フ ォン

は存 在 しな い もの の 、イ ン ター ネ ット の黎 明 期で あ り 、あ ふれ る 情報

の 中 か ら 自 分 が た ど り つ き た い 情 報 に い か に し て た ど り つ く か 、 自

分 の コ ン テ ン ツ を 求 め る 人 に い か に 見 つ け て も ら う か が 重 要 と な っ

た 。真 の 内容 で はな く 、う わ べだ け が切 り取 ら れて 出 回る こと も あっ

た 。ま た 、2005 年 の新 語・流行 語 大 賞ト ッ プテ ン には 、「 ブロ グ 」と

 
31 森西勇太、矢田幸己 「『インスタ映え』目的で大量食べ残し、法的責任は問

えず？」、『産経新聞』、2019 年 9 月 20 日、電子版。

（https://www.sankei.com/premium/news/190920/prm1909200005-n1.html 最終

閲覧：2020 年 2 月 14 日） 
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いう 言 葉が 選 出さ れ 32、翌年 に は「 ミク シィ 」が 選 ばれ た 33。一般 人 で

も 、日 記 のよ う に日 々の 出 来事 を 記し 、それ を 他者 に 見せ るこ と が可

能 に な っ た 。 そ れ ま で 芸 能 人 が 週 刊 誌 で 私 生 活 を 暴 か れ る こ と は あ

って も、一 般人 の それ が 可視 化 され るこ と はな か った 。し かし、ブ ロ

グ の 登 場 で 今 ま で 他 人 に 見 ら れ る こ と が な か っ た 私 的 な 部 分 ま で 見

ら れ る こ と を 意 識 す る よ う に な っ た の で あ る 。 内 面 を 見 せ る よ う に

なっ た 変化 は 、名 づけ に おい て も現 れ始 め た。  

 

3.3 「心」が流行る 

 

 前 節 で 、 そ れ ま で 他 者 に は 見 せ な い 部 分 を 見 せ る よ う に な っ た 社

会 の 変 化 に つ い て 述 べ た が 、 名 づ け の 変 化 に お け る 顕 著 な 例 の ひ と

つに 、「 心 」と い う 漢字 が 流行 っ てい るこ と が挙 げ られ る 。  

明治 安 田生 命 の生 まれ 年 別名 前 ラン キン グ では 、2008 年に「心 優 」

とい う 名前 が 7 位 に入 っ てい る。「心 」と いう 漢 字が 入 った 名 前が 上

 
32 「『想定内』など流行語 『ユーキャン新語・流行語大賞』」、『朝日新聞』、

2005 年 12 月 2 日、朝刊、第 38 面。 

33 「流行語大賞は『イナバウアー』 『品格』も同時受賞」、『朝日新聞』、2006

年 12 月 2 日、朝刊、第 38 面。 
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位 10 位 に ラン ク イ ンす る のは こ れが 初め て であ る。そ の後 は 、2012

年に「心 春 」が 4 位に 、「 心愛 」が 7 位に 、「 心咲 」が 9 位に ラ ンク イ

ンし て おり 、 以降 も 2019 年 現 在ま でに 、 毎年 で はな いも の の、「心

結」や「 心春 」と い う名 前 がラ ン クイ ンし て おり 、そ の 人気 の 高さ が

窺え る 。  

表 3 明治安田生命の名前ランキングに入った「心」のつく名前34 

 

『四 国 新聞 』「う ち の王 様 」欄の デ ー タを 見 てみ る と 、2001 年 に女

の子 の 名前 で「 心 」と書 い て「 ここ ろ 」と読 む 名前 が 登場 し 、2002 年

にひ ら がな の「 こ ころ 」と い う名 前 の女 の 子が 登 場し てい た。さ らに

 
34 表 3 は、明治安田生命の名前ランキング「生まれ年別ベスト 10」をもとに、

著者が作成したものである。

(https://www.meijiyasuda.co.jp/enjoy/ranking/year_men/girl.html 最終閲覧：2020

年 2 月 14 日) 

ランキング 名前

2008年 7位 心優

2011年 5位 心愛

2012年 4位 心春

7位 心愛

9位 心咲

2014年 10位 心春

2015年 7位 心結

2019年 8位 心春
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2003 年 に は、「建 心」 と 書い て 「け んし ん 」と 読 む男 の子 の 名前 が、

2004 年 に はひ ら が なで 「 ここ ろ 」と 読む 名 前の 女 の子 が二 人 登場 し

た。こ こま で は、「 心」と いう 漢 字を「こ こ ろ」また は「し ん」と 読

んで い るた め 、読 める 名 前で あ る。 しか し 、 2005 年 に はす べ て女 の

子の 名 前で「 心愛 」と書 い て「 こ こな 」、「 心優 」と書 い て「み ゆ う」、

「心 愛」と 書い て「 みち か」と 読む 名 前が 登 場し 、い ず れも 辞 書読 み

では 正 しく 読 むこ とが で きな い 。2006 年 に は、「雄 心」と書 い て「 ゆ

うし ん 」と 読 む男 の子 の 名前 や、「 心 音」と 書い て「こ こね 」と読 む

女の 子 の名 前 が、 2007 年 には い ずれ も女 の 子の 名 前で 「心 美 」と 書

いて「 みみ 」と 読む 名前 や、「 心春 」と 書い て「こ こ は 」と 読む 名 前、

「愛 心 」と 書 いて「ま な み」と 読む 名前 が 登場 し てい る。「心 優 」と

いう 名 前が 全 国的 な名 前 ラン キ ング に入 り、「心 」と い う漢 字 が広 く

名前 に 使わ れ るよ うに な っ た 2008 年 以降 も「 心 」とい う漢 字 が入 っ

た名 前 は毎 年 継続 して「う ち の王 様」で見 る こと が でき る。男の 子 の

名前 で は、「 優 心」と書 い て「 こ ころ 」、「絆 心 」と 書 いて「き ずな 」、

「心 太 朗」と書 い て「 こた ろ う」と読 む名 前 が、女の 子 の名 前 では 、

「心 美 」と書 い て「 ここ み」、「心 愛 」と 書い て「 ここ あ」「 のあ 」、「 心

乃華 」と 書 いて「 この は」、「 心桃」と書 い て「 こと 」、「柚 心」と 書 い
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て「 ゆこ 」、「 心奏 」と書 い て「 まな か」、「心 暖」と書 い て「こ はる 」

と読 む 名前 が ある 。男女 と もに 名 前に 使わ れ る 、人 気 のあ る漢 字 であ

る。戸 籍統 一 文 字情 報に 登 録さ れ てい る「 心 」とい う 漢字 の読 み 方は 、

「こ こ ろ」「 しん 」だけ で あり 、2004 年ま で に登 場 する 名前 は 素直 に

その 読 み方 で 読め る名 前 であ っ たが 、2005 年 以 降に 登 場 する 名 前は 、

「心 」と い う漢 字 を名 の りで あ る「 み」と読 ん だり 、一 部だ け を切 り

取っ て「 こ こ」「 こ 」と 読ん だ り、「 の 」「ま な 」など 完 全 に読 め ない

読 み 方 で 読 ま せ た り 、 そ の ほ と ん ど が お そ ら く 初 見 で は 正 し く 読 め

ない 名 前で あ る。  

表 4 『四国新聞』「うちの王様」欄のデータにある、「心」のつく名前35 

 

 
35 表 4 は、1996 年〜2010 年の各月 1 日の『四国新聞』の朝刊に掲載された

「うちの王様」欄に載っている子どもの名前をもとに、著者が作成したもので

ある。 

名前とその読み　　

2001年 心（こころ）

2002年 こころ

2003年 健心（けんしん）

2004年 こころ

2005年 心愛（ここな、みちか）

心優（みゆう）
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同時 期 に流 行 った 名前 と して 、名 前 ラン キ ング 上 位の「結 愛」、「 陽

葵」など の 女の 子 の名 前 も、正し く 読む の が難 し いう え、読み 方 も複

数考 え られ る が、「 結子 」、「愛 」、「陽 子」、「 葵」な どの 名前 が ある よ

う に 、 そ れ ぞ れ の 漢 字 自 体 は 昭 和 の 時 代 か ら 名 前 に よ く 使 わ れ て き

たも の であ る。「ユ ウ」、「ア イ」、「 ヨウ 」、「 アオ イ」と 読め るよ う に、

そ れ ぞ れ の 辞 書 に お け る 読 み 方 を 考 え て も 名 前 に 使 い や す い 漢 字 で

ある と いえ る 。し かし 、「 心 」と い う 漢字 が 名前 に 用い られ 始 めた の

2006年 雄心（ゆうしん）

心音（ここね）

2007年 心美（みみ）

心春（ここは）

愛心（まなみ）

2008年 優心（ゆうしん、こころ）

心美（ここみ）

2009年 雄心（ゆうしん）

絆心（きずな）

心結（みゆ）

2010年 柚心（ゆこ）

心愛（のあ、ここあ）

心春（こはる）

心桃（こと）

2011年 心奏（まなか）

心暖（こはる）

心太朗（こたろう）

維心（いしん）



「 読 め な い 」 名 前 は な ぜ 増 え た の か （ 香 川 美 和 ）  

55 

 

は 2000 年 以降 の こ とで あ り、読 み方 に関 し ても 特 に名 前に 好 まし い

漢字 と いう わ けで はな い。そ もそ も「 心」とい う 漢字 は 辞書 通 りに 読

むと「 こ ころ 」「し ん 」と し か読 め ず 、ほか の 漢字 と 組 み合 わ せる な

ど し て 個 性 を 出 し つ つ 読 め る 読 み 方 で 人 名 に 用 い よ う と す る と 、 か

な り 独 特 な お と の 名 前 に な る た め 、 特 殊 な 読 み 方 で 読 ま せ る し か な

くな る 。し かし 、わ ざわ ざ「 心 」とい う 漢字 を 使お う とす るこ と から 、

ど う し て も そ の 漢 字 を 子 ど も の 名 前 に 使 い た い と い う 親 の 強 い 思 い

が感 じ られ る 。  

では 、な ぜ「 心」と いう 漢 字は 、そ の 読み の 特殊 性 に反 して 名 前に

選ば れ るこ と の多 い 、人 気 の漢 字 とな った の だろ う か 。あ る漢 字 が名

前 に 使 わ れ る 漢 字 と し て 人 気 を 獲 得 す る 時 、 ま ず 一 部 の 人 が 使 い 始

め て 、 そ れ ら が 名 づ け 本 や イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 赤 ち ゃ ん 命 名 辞 典 な

ど に 収 録 さ れ て 、 名 前 に 使 う 文 字 と し て ス ト ッ ク の 一 部 と な り 一 般

に広 ま ると 考 えら れる 。名前 ラ ンキ ング に 登場 し たの は 2008 年 であ

るた め、一 部の 親 が最 初 に「 心」とい う漢 字 を使 い 始め たの が、2000

年代 前 半だ と 考え られ る 。そ の 背景 に、「心 」とい う 漢 字が 人 気を 得

た理 由 の一 つ とし て、 2000 年前 後 に かけ て 起こ っ た「 ここ ろ 」ブ ー

ムが あ るの で はな いか 。精神 分 析学 者の 立 木康 介 は、『 露出 せ よ、と
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現代 文 明は 言 う』 の中 で 、次 の よう に述 べ る。  

 

心の 傷 につ い て語 らな い（ 語 らせ な い）文化 か ら、語 る（語

らせ る）文 化へ 。こ れは た んに メ ディ ア（ だけ ）の 問 題で はな

い 。そ れ に加 え て 、心に つ いて 語 るこ とへ と 人々 を 向か わせ る

社 会 的 圧 力 の よ う な も の の 働 き 方 が 、 ど う や ら こ の 数 十 年 の

あい だ に変 化 して きた の であ る。「圧 力 」とい う こと ば の聞 こ

え が 悪 い よ う な ら 、「 オ リ エ ン テ ー シ ョ ン 」 と か 「 方 向 づ け 」

とい い かえ て もよ い 。現 代 に生 き る私 たち は 、自分 の 心に つい

て語 る よう に 仕向 けら れ 、促 さ れ 、励 まさ れ てい る 。おそ らく 、

過剰 な ま でに 。（ 中 略）  私 たち が こ れ まで 注 目 して き た 現象 、

すな わ ち 、私 的 領域 の公 開 や内 面 の露 出と い った 現 象は 、いう

ま で も な く 、 こ の よ う な 心 理 学 の 大 衆 化 と 厳 密 に パ ラ レ ル で

ある 。人 々 の「 心の 傷」にま で マス・メ ディ ア が立 ち 入っ て憚

ら な い 状 況 の 背 景 に は 、 通 俗 化 し た 心 理 学 的 図 式 の 一 般 的 普

及と い う事 実 があ る 。ト ラ ウマ を 乗り 越え る ため に は 、そ れに

つい て 語る こ と 、話 を聴 い ても ら うこ とが 必 要で あ る 、と いう

理解 に 、いま や 異 を唱 え る人 は いな い。（ 中略 ）だ が、個人 の

「 心 」 に つ い て 果 て し な く 紡 が れ て ゆ く 夥 し い 語 ら い の 渦 の

なか で 、私た ち の心 はど れ だけ 豊 かに なっ た のだ ろ うか 。豊か

にな っ たの は、む しろ 、告 げ られ 、語 られ て、い わば 可 視化 さ

れた「 心の よ う なも の」の 堆積 ば か りで はな い だろ う か 。今 日、

人々 が「 心」を 剥き 出し に する こ とに 腐心 す るあ ま り、これ ま

で個 人 の「 内面 」と され て きた も のが 、外 部に 晒 され 、と きに

は メ デ ィ ア に よ っ て 増 幅 さ れ て 、 私 た ち の 耳 目 を 刺 激 し 続 け

てい る。「心 の 時代 」と いう の は、そう いう 時 代な の だ。「 心」

が外 部 に露 出 し、もは や「 内 面」を構 成し な くな っ た時 代。そ

れゆ え、誰 もが 他 者の「心 」に じ かに 接触 し、そ れを じ かに 侵

すこ と がで き る時 代。可視 化 され た「 心」に全 面 的に 取 り囲 ま

れて し まう 時 代… 36。  

 

 
36 立木康介『露出せよ、と現代文明はいう：「心」の闇の喪失と精神分析』、東

京：河出書房新社、2013 年、19-22 頁。 
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「こ こ ろ」と い う言 葉を 辞 書で 引 くと 、①精 神 活動 の 総 称 、②思 い、

考え 、③ 気 持ち 、④ 意味・内 容、⑤ おも むき と いっ た 意味 が出 て くる

37。立 木は 、「 心」に つい て 具体 的 に定 義し て いる わ けで はな い が、心

とい う 、本来 な らば 目に 見 えな い もの 、とら え どこ ろ のな いも の が、

見え る もの 、手 に取 るこ と ので き るも のに な り 、メ デ ィア を通 し て他

人 に 見 せ る よ う な 社 会 へ と 変 化 し た と 述 べ る 。 人 々 の ど ん な 悲 し み

や 苦 し み の 告 白 も 、 メ デ ィ ア を 通 し て 他 の コ ン テ ン ツ と 同 様 に 消 費

され て しま う よう にな っ たの で ある 。人の 心 や内 面 、また それ に 付随

す る 物 語 と は 、 必 ず し も 簡 単 に 言 葉 に し て 人 に 伝 え る こ と が で き る

もの で はな い はず だ。しか し、人 々は 、心 とそ れ にま つ わる ス トー リ

ーを「見 せ る」こと を 重 視 する よ うに なり 、そ う した 価 値観 の 変化 が

名前 に も現 れ るよ うに な った の では ない だ ろう か 。  

 1990 年 代は「 失 われ た 10 年 」と 評 され る よう に 、社 会的 な 不安 が

蔓延 し た。1980 年 代の バ ブル 経 済は 崩壊 し た。社 会面 では 、90 年代

半 ば に 阪 神 淡 路 大 震 災 や オ ウ ム 真 理 教 に よ る 一 連 の 事 件 が 起 こ っ た 。

特 に オ ウ ム 真 理 教 の 事 件 で は 、 教 祖 で あ る 麻 原 彰 晃 に よ る マ イ ン ド

 
37 三省堂「三省堂ウェブディクショナリー」（https://www.sanseido.biz/ 最終閲

覧：2020 年 2 月 14 日） 
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コ ン ト ロ ー ル が 注 目 さ れ た 。 医 者 や 科 学 者 で あ っ た 教 団 幹 部 た ち の

「心 」は いか に して 支配 さ れた の か 、彼 らの 内 面に 世 間の 人々 の 関心

が集 ま った 。また 同 時期 か ら、雑 誌や 新 聞で「 スピ リ チュ ア ル」や「カ

ウン セ リン グ 」とい う言 葉 が取 り 上げ られ る よう に なっ た 。斎 藤 環は 、

『心 理 学化 す る社 会』で、書 籍 や 音楽 、映 画に お いて ト ラウ マ の物 語

が コ ン テ ン ツ と し て 大 衆 に 受 け 入 れ ら れ る よ う に な っ た こ と を 指 摘

する 38。  

 以 上 の 研 究 で は 、 ト ラ ウ マ な ど 心 の ネ ガ テ ィ ブ な イ メ ー ジ を と り

あげ て いる 。し かし 、心が 手 軽に コ ンテ ンツ と して 消 費さ れる よ うに

なっ た 時代 に おい ては 、ポジ テ ィブ な意 味 にお い ては 、「心 」がな お

一層 、外部 に 露出 する よ うに な った ので は ない だ ろう か。「心 」とい

う漢 字 の流 行 は、 その 顕 著な 例 であ る。  

 以 上 のよ う に 、イ メー ジ や物 語 性を 、目に 見 える も のと して と らえ 、

それ を 外部 に 示す ため に 、名づ け にお いて 、そ れに 合 うと いう 条 件の

みを 重 視し て 、漢 字を 選 ぶよ う にな った 。そ の結 果、「 読め な い 」名

前が 増 えた の だと 考え ら れる 。   

 
38 斎藤環『心理学化する社会：なぜトラウマと癒しが求められるのか』、東

京：河出文庫、2003 年、1-8 頁。 
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おわりに 

 

本研 究 にお い て、四国 新 聞「 うち の 王様 」欄 に 掲載 さ れた 子 ども た

ちの 名 前を 収 集し 、独自 の「 読め る」「 読め な い 」か の 基準 に 基づ い

て分 析 した と ころ 、「読 めな い 」名前 は確 か に増 え てい ると い うこ と

がわ か った 。Lieberson によ る 名前 の 流 行の 研 究を 参 照し て考 え ると 、

その 変 化は 突 然変 異で あ ると い える だろ う 。しか し 、先 行研 究 で話 題

にな る よう な「 突 飛な 」名 前ば か り では な かっ た 。分 析の 結 果、「読

めな い 」名前 が 増え た理 由 の一 つ は 、お とは 既 存の 体 系に 即し な がら

も 、漢 字 の選 択 で個 性を 出 す名 づ けが 増え た こと が わか った 。ま た、

その 漢 字を 選 択す ると き に、イメ ー ジや 物 語性 、内 面 とい っ た、本来

な ら ば 目 に 見 え な い と さ れ て き た も の を 、 視 覚 化 す る こ と が 重 視 さ

れる よ うに な った こと も、「読 め ない 」名 前が 増 えた 背 景に あ るこ と

がわ か った 。  

 本 研 究 で 対 象 と し た デ ー タ は 、 香 川 県 の み で 発 刊 さ れ て い る 地 域

紙 に 掲 載 さ れ て い る 子 ど も の デ ー タ で あ る た め 、 積 極 的 に 我 が 子 を

他人 に 見せ た がる 親の 子 ども で ある とい う 点 、主 に 香川 県出 身・在住

の 子 ど も に 限 ら れ る と い う 点 で デ ー タ に 偏 り が あ る こ と は 否 定 で き
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な い 。 日 本 人 の 個 人 名 の デ ー タ 量 に お い て 最 も 豊 富 で あ る と 考 え ら

れる 明 治安 田 生命 の調 査 でさ え 、生 まれ た 子ど も の約 100 分の 1 の

デー タ しか 集 める こと が でき て いな い 。個 人 情報 保 護の 観点 か ら 、十

分な 個 人名 の デー タを 集 める の は難 しい 。  

また 、本 研究 は 主に 読め な い名 前 につ いて 調 査を 進 めて きた が 、読

め る 名 前 の 中 に も 個 性 的 な 漢 字 や お と を 取 り 入 れ た 名 前 は 多 く あ り 、

そち ら につ い ても 研究 の 余地 は ある 。「う ち の王 様 」欄 にも 、女の 子

の名 前 で「明 」と 書 いて「 め い 」と 読 む 名前 が あっ た 。確 かに 読 める

が 、か つ ては「 明 」と書 け ば「あ き ら 」と読 ま れ男 の 子の 名前 と 間違

え ら れ る 可 能 性 が あ る こ と か ら 、 女 の 子 の 名 前 に そ の 名 前 を 付 け る

のは 避 けら れ ただ ろう 。読 める 名 前の 中に も 、個性 豊 かな バリ エ ーシ

ョン が 存在 し、選 択の 幅 が広 が って いる 。ま た、男 女の 区別 が つか な

い名 前 も増 え てい る 。女 の 子の 名 前 で「珠 羽 」と書 い て「 しゅ う 」と

読む 名 前や 男 の子 の名 前 で「 碧 」と 書 いて「 あ お い 」と 読 む名 前 など 、

性別 を 問わ な い名 前も あ った 。男 性 、女性 の 型に 当 ては める こ とを 必

ずし も よし と しな い最 近 の風 潮 を反 映し て いる の かも しれ な い。  

流 行 り の 名 前 か ら 読 み 取 れ る も の は ひ と つ で は な い 。 名 前 の 流 行

は 時 代 と と も に 変 化 し 、 数 十 年 後 に は 新 た な 名 前 の か た ち が 世 に 広
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まっ て いる だ ろう 。名 前 の研 究 には 無限 の 広が り があ る。  
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 2012 年 各 月 1 日 朝 刊掲 載 「う ち の王 様」  
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